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〈学校価値〉 と.子どもたち

秦 政春 清 富佐子 澤野 千絵 林 毅

【要 旨】

学校 は子 どもたちに、自らが 「価値あ るもの」 と位置づける ものを伝 え ようとす る。 日々の教育活動の なかで、

顕在 ・潜在両面の カリキュラムによって彼 らに伝 えられ る、この 「価値あ るもの」 を、ここで は 〈学校 価値 〉と呼

ぶ ことにする。〈学校価値 〉を受容 しやすい子 どもは、学校 に適合的な子 どもであ り、この く学校価値 〉の受容度

によって、小学校 ・中学校段階か ら子 どもたちは日常的な選別を受 けるのである。その選別 により、同程度 に 〈学

校価値 〉を受容 し、成績 ・学力や意識 ・行動 も似か よった子 どもどう しがふ りわけ られ、早い時期 か ら 「隠 された

トラ ック」 ともい うべ き構造が形成 される と考 えられるが、それは中学校での成績 に集約 され、高校入試 を経るこ

とにより高校 間格差 という形で顕在化 して くる。〈学校価値 〉に よる選別 とい う概 念に よって、小学校 ・中学校 ・

高校 を一連の選別システムと して把握するこ とが可能 とな り、 またこの選別機 能 を通 じて学校は 自己再生産 を果た

しているのである。

1学 校 にお ける選 別 と選 抜 と排 除

あ る側 面 か らみ れば 、学校 は きわめ て厳 しい シス テ ムで ある。 学校 が選 別機 能 を もってい る こ とは、 よ

く知 られ た事実 で あ る。 したが って、 学校 で は子 ど もた ちを選 別 し、選 抜 し、排 除 す る とい った こ とが、

必 然 的 に生 じて くる。 むろ ん、 多 くの教 師 に とって は、 そ れ は好 む と好 ま ざる と にかか わ らず 、で あ る。

学 校 とい う社 会 の なかで、 こ とさ らに 「すべ ての子 ど もた ちを平等 に、平 等 に」 とい う主張 が され るの も、

こう した内実 があ って こそ と もい え る。

一般 に
、 こ う した選 別 とい うのは 、高 校 入試 、 大学 入試 とい っ た受験 だけ を考 え て しまう こ とが 多 い。

た しか に、そ れ は 「決 定的 」 な選 別で あ る。 しか し、子 ど もた ちを選 別 し、選抜 し、排 除 してい くとい う

メ カニ ズ ム は、 た だた ん に受 験 の と きだ け にか ぎ られ る もの で は ない。 この こ とは、 高校 入 試 の ときの

「輪 切 り選抜 」 を考 えてみ れ ば よ くわか る。

高校 入試 は 「一 発勝 負」の よう にみ え て、実 はそ うで はな い。中学 校か ら高 校へ の選 別過 程 とい うの は、

中学校 段 階で の成 績 を考慮 して、 その 成績 に応 じた高校 を受験 させ る。そ の段 階 で、す で に高校 入試 の主

要 な部 分 が決 定 されて い る とい っで も過 言 で はな い。 多 くの 公立 高校 の 受験 競 争率 が あ ま り高 くない上 、

どこ も似 た よ うな数値 を数 えてい るの は、 こう した手続 きが取 られて い るか らで ある。 したが って 、実 際

の高校 入試 とい うの は、少 し極 端 な表現 を使 えば、 た んな る 「儀 式」 とい って も よい。

つ ま り、受験 の 「日常化 」で あ り、 日常 的 な学校 生 活 を通 じて子 ど もた ち選 別す る とい うメ カニ ズ ムが 、

そ こにあ る。似 た ような こ とは、受 験 で使 用 され る 「内 申書 」 に もそ の ま ま当 て は まる。実 際 の受験 にお

け る、 これの ウ ェ イ トにつ い ては ともか く、子 ど もた ちの 日常 生活 が 反映 されて いる こ とは、確 か な事 実

で あ る。

しか も、 こ う した 日常的 な学 校 生活 を通 じて子 どもた ち を選 別 す る とい うメ カニズ ムは 、 中学 校段 階 に

お い て急 に出現 す る とい うわ けで は ない よ うな気 がす る。 お そ ら く、小 学校 段 階 で も直接 的 な受 験学 力 に

結 びつい てい く学 力形 成 と と もに、 また別 の何 らかの 「基準 」 で選 別 や選抜 や排 除 が行 な われ てい る可 能

性 もあ る。受 験 の 「早期 化 」 や、 「乱 塾」 と も 「飽 塾」 と もいわ れ る異常 な まで の学習 塾 ブ ー ムは、 こ う
も

した状 況 を如実 に反 映 して い る現 象 か もしれ な い。

た だ、 しか し小学 校段 階 で は、 たん な る成績 原理 に よる選抜 とい うわけ で はな い と考 え られ る。 そ の手

が か りと して 、そ れぞ れの 学校段 階 におけ る 「教 科 指導 」 と 「生 徒(生 活)指 導 」 の ウェ イ トにつ いて み

て み たい 。 あ えて指摘 す る まで もな く、学 校教 育の 主 要 な領域 には教 科 指 導 と生徒(生 活)指 導 が あ る。

この2つ の 指導 が 、 どの学校 段 階 にお いて もまっ た く同様 とい うわけで は ない。 た とえば、 幼稚 園(保 育
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所)で は、幼 稚 園教育 要領 に示 され てい る よ うな 「教 科」 の指 導 もない わけで は ないが 、 もっぱ ら基本 的

生活 習慣 の指 導 を中心 とす る しつ け レベ ルの、 い わば生 徒(生 活)指 導領 域が 優先 してい る。

小 学校段 階 にな る と、1年 生 か ら順 に学 年進 行 も含 め て、次 第 に生徒(生 活)指 導領 域 か ら教 科 指導領

域 へ とウ ェイ トが移行 してい く。 さ らに、中学 校段 階 ・高 校段 階 と進行 す る につ れて、 よ りい っそ う教 科

指 導 の ウェ イ トが増 して くる。 そ して、大 学段 階 に なれ ば、大 学 で は一般 に 「教 科 指導」 とは呼 ば れて い

ない が、全 面 的 に これが 中心で あ り、 い まの と ころ犬学 には生徒(生 活)指 導 とい う発 想 は ない。

この よ うに、小 学校 段 階で は まだ まだ教 科指 導 とい う より生 徒(生 活)指 導 領域 が優 勢 であ り、 これ に

よって教 師が 子 どもた ち を 「評 価」 す る とい うこ と も十分 に考 え られ る。 そ う した場合 、 どち らか とい え

ば客 観的 な評価 が 可能 な教 科指 導 と異 な って、 生徒(生 活)指 導 領域 には そ う した もの はほ とん どない。

しか し、指 導 と評 価 を一体 的 な もの とみ るな ら、何 らかの 評価 が必 要 とされ る。で は、 そ の 「基 準」 を ど

こ におけ ばい い のか。 一言 で い えば、 「学校 ら しい」 態度 で あ り、行動 で あ り、意 識で あ る。

そ う した もの の中心 は 、 まちが い な く教 師 や授業 に対 す る信 頼感 や好 意 、 ない しは愛 着 とい った もの で

あ る。 こ う した 態度 や行 動 や 意識 は、 学校 の なか で 「正 しい」 もの であ り、 「好 ま しい 」 の もの で あ り、

子 ど もた ちが 当然 身 につ け るべ き もの で あ る。 い っ てみ れ ば、〈学 校価 値 〉 とい うこ とに な る。 そ して、

子 ど もた ちが こう した く学 校価 値 〉を身 につ けて いか な いか ぎり、学校 は学 校 と しての 存立 基盤 を失 って

しま うとい って も過言 で はな い。 その ため に も、学 校 で は子 どもた ちに この 〈学校価 値 〉を教 え こんで い

くと ともに、 そ れ を内面化 で きない子 ども、 ない しはそ れ を拒 否 す る子 どもを排除 せ ざ る をえない 。

〈学 校価 値 〉に よる排 除 の メ カニ ズム は、 む ろん小学 校 段階 だ けで は な く、 中学校 段 階 ・高校 段 階 とい

った ように継続 的 に教 え こ まれ、排 除 の シス テム と して機 能 して い く。 中学 校 ・高校 にお ける 「校 則(生

徒 心 得)」 、に よ る管理 とい った 実態 は、 ま さ に こ う した事情 を反 映 す る もの に ほか な らな い6特 に、服

装 ・髪 型規 定 に み られる 「中学 生 ら しい」 「高校 生 ら しい」 「・ ・… 生徒 た る にふ さわ しい」 とい った

文 言 は、 それ を端 的 に象徴 してい る とい える。

この よ うにみ て くる と、学校 にお ける選 別 、選抜 、排 除 とい った もの は、先 ほ ど も述 べ た よ うに受 験 の

ときだ けで はな く、 しか も小学 校 ・中学校 ・高 校 といっ た学校 段 階 を通 じて継 続的 に行 な われ てい る とい

って よい 。 その 「基準 」 も、 実際 の受験 が 「成 績」 にか な り依 存 して い るの とは対 照的 に、 日常 的 な選 別

で は成績 以外 の 要因 、特 に 「学 校価 値」 の受容 や 内面化 とい った もの に も依存 してい る可 能性 が大 きい。

か つ て、T.フ セー ン(訳 書1980)が エ リー ト選 抜 に 関 して 「総合 制教 育 制度 」 と 「エ リー ト主 義教

育制度 」 とを対 比 的 に論 じて い るが、 そ の文脈 で い えば 日本 の学校 制度 は典型 的 な 「総 合制 教育 制度 」 で

あ る。 こ う した シス テ ムの も とで は、 子 どもた ちを早 い段 階で 選抜 し 「英 才教 育」 的 な教 育 をす る 「エ リ

ー ト主義 教 育制 度」 とは 異 な ってい る。 「総 合 制教 育 制度 」 を一 言 で いえ ば、 すべ て の子 ど もたち に比較

的同 一の教 育 を保 証 す る とと もに、最 終 的な選 抜 を後 ろ に引 き延 ばす形 で エ リー ト選抜 を実現 す る とい う

こ とであ る。

そ うで あれ ば 、長 い学校 段 階 を通 じて、 何 らか の 「基 準」 の も とで、 子 ど もた ち を選 別 し選抜 し排 除 し

てい くとい う メカニ ズ ムが ど う して も必 要 にな る。本稿 で は 、 こ う した問 題意 識 に立 って 、先 ほ ど述べ た

く学校 価 値 〉とい う視 点か ら、学 校 の なか で子 ど もた ちが 選 別 され選 抜 され排 除 され てい くメ カニ ズム を

描 きだ したい と考 え てい る。

なお、 本稿 は、 日本 子 ども社 会学 会 第10回 大 会 にお い て、 同様 の タイ トルで発 表 した 内容 に加 筆 ・修正

を加 えた もの で ある。

H〈 学校価値〉からみた学校の選別機能 麟

1.〈 学 校 価 値 〉 の 伝 達 の メ カ ニ ズ ム

学 校で は、子 ど もた ちに く学校 価 値 〉 を伝 え られて い る。 だが 、〈学校 価 値 〉は、本 当 の意 味で 価 値が

ある とい え るの だろ うか。 何 に対 して価 値 を感 じるか は、・人そ れぞ れ違 っ てい るの だか ら、普 遍 的 な価 値

な ど一般 的に考 えに くい。に もかか わ らず 、学 校 は、それ があ たか も普 遍的 な価 値 であ るか の よ うに して、
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子 どもた ちに 〈学 校 価値 〉を伝 えて い る。 こ う した ことが、 なぜ 可 能 なのだ ろ うか 。

その 条件 と して は、 まず教 師の権 威 が考 え られ る。教 師 は 、学校 にお ける教 育者 と して、権威 を もって

い る。権 威 は、被 支 配者 に対 して 、必ず しも強 制 的な服 従 だ けで な く、 自発 的 な服 従 を も促 す 。 したが っ

て 、教 師が 子 ど もた ちに対 して権 威 を もっ てい れ ば、〈学 校価 値 〉を 「正 しい 」 もの と して 、子 ど もた ち

に教 え こむ こ とがで きるので あ る。

さらに 、〈学 校 価値 〉 を伝 える こ とが で きる の は、 それ が正 当 化 され てい るか らで あ る。学 校 で世 の 中

のす べ ての こ とが伝 え られ てい る わけ で はない 。教 育 とい う営 みが 学校 とい う組織 の なか で行 な われ る以

上 、伝 える こ とので きる もの には 自ず と限界 があ る 。したが って、社 会の さま ざまな こ とが らの なか か ら、

学校 で伝 え られる もの が限 定的 に選 ば れ てい る。 だが 、 その選択 は、特 に合理 的 な理 由 に よる もので は な

く、恣意 的 な もの であ る。 恣意 的 に選 ばれ て いるが ゆ え に、 なぜ それ が伝 え られ るの か とい う理 由づ けが

されな けれ ば な らない。 その理 由が 「価 値 」で ある 。選 択 され た もの に、絶 対 的 な価 値 が ある ので は ない。

む しろ、事 態 は逆 で あ る。伝 え る もの と して恣 意 的 に選択 され た もの に、 「価 値が あ る か ら」 とい う理 由

が事 後的 に与 え られる。 この よ うな理 由づ け は、伝 え る もの と して選択 され た もの を正 当化 す る言 説 にす

ぎない。 価値 的言 説 は 、そ の実 際の 有効 性 を判 断 した り、効 果 を測 定 した りす る のが難 しい とい う意味 で

曖昧 かつ 抽象 的 な もので あ るが 、逆 に そ うで あ るか らこそ 、 また 「美 しい」 響 きを もつ か らこそ、容 易 に

受 け入 れ られ やす い 。選 択 され伝 え られ る もの は 、 この よ うに して 正 当化 され、 「普 遍 的 な価 値 」 とい う

ヴェー ル に覆 わ れ た 〈学 校価 値 〉と して子 ど もた ちに伝 え られ るの であ る。

以 上 の よ うに、 教 師 の権威 、価 値的 言説 に よる正 当 化 に よっ て、〈学校 価 値 〉が 子 ど もた ち に伝 え られ

て い く。 しか し、〈学 校価 値 〉は、 あ らか じめ選 択 され た もの だ けに と どま らない。 「人 格形 成」 や 「品性

陶冶 」 な どの価値 的 言説 と結 びつけ ば、 も とも とそ うで は なか った 活動 まで もが 〈学 校 価値 〉 と して伝 え

られ る よ うに なる。 た とえば、学 校掃 除 は、 学校 規模 の 拡大 と、 そ れ にみあ う清 掃 用員 を雇 用で きない学

校 財 政 の貧 困 か ら、子 どもた ち に させ る方 式 に転 換 された だ け なの だが 、 そ うな る と、 「床 を磨 くこ とは

心 を磨 くこ とで あ る」 とい う意味 が 後 か ら与 え られ る こ とに なっ た(佐 藤1987,134-135頁)。 こ こで

は、 学校掃 除 が価 値 的言 説 に よって正 当 化 され てい る。 この よう に して 、価 値的 言説 は学 校 内の あ りとあ

らゆる活動 と結 びつ き、学 校 で伝 え られ る もので 〈学 校価 値 〉で な い もの はない とい った状態 にな って い

く。子 ど もた ちは、〈学校 価値 〉が充 満 した空 間 の なかで 過 ご してお り、 学校 の なか で絶 えず 〈'学校 価 値 〉

を伝達 されて い るの であ る。

2.〈 学 校 価 値 〉 に よ る選 別

〈学校 価値 〉は、 あ くまで も学 校 側が伝 え よう と考 える と ころの 価値 であ る。 したが って 、そ こで 過 ご

す 子 どもた ちの価 値観 と必 ず し も一致 す る とはか ぎ らない。 しか し、前節 で みた よう に、教 師の権 威 、価

値 的 言説 に よる正 当化 に よって、 学校 で は確 実 に子 ど もた ちに 〈学校 価値 〉を伝 え られ てい る。 で は、 こ

,の 〈学 校価 値 〉は 、 どの よ うな機 能 を果 た して い るの だ ろ うか 。

い ま述べ た ように 、学校 で伝 え られる 〈学校 価値 〉は 、子 どもた ちの価 値観 と必 ず し も一致 す る もので

はな い。 したが っ て、〈学 校価 値 〉を容易 に受容 で きる子 ど もた ち もいれ ば、 そ れ に抵 抗 を感 じ、 な か な

か 受容 で きな い子 どもた ち もい る。学校 で の 日常 を思 い浮 かべ れ ばす ぐわか る よ うに、すべ ての子 ど もた

ちが等 し く<学 校価 値 〉を受 容 で きるわ けで はな い。

学校 で は 、〈学 校 価値 〉 を受 容 してい る子 ど もた ち と、 そ うで ない子 ど もた ちに対 して、そ れぞ れ異 な

った評 価が くだ され てい く。〈学校 価値 〉は 「役 にた つ もの」 「大切 な もの」 と して正 当化 されて い るため

に、 そ れ を受容 で きる子 ど もは 「正 統 」 と され 、肯 定 的 に評価 され るが、 そ れ を受 容 で きない 子 ど もは

「異 端 」 とされ、 と き と して否 定 的 に評価 され る。 肯 定的 な評 価 をた くさん受 け た子 ど もた ちは、 やが て

「で きる子 」 と して選 ばれ て い く。づ ま り、 学校 にお け る模範 生 と して 「選 抜 」 され て い くので あ る。 一

方 、否 定 的 な評価 が 累積 した子 ど もた ちは 、 「で き ない子 」 と して特 定 化 され 、次 第 に 「排 除」 されて い

く。

この く学校 価 値 〉に よる選抜 「・排 除 は、 い わば差 別 的 な処 遇 で あ るが、 わが 国 の努力 主義 が これ を支 え
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てい る。 そ れ は 「が んば る」 とい う言葉 に象徴 され る。 わが 国 で は、〈学校 価 値 〉は、特 定 の 子 ど もた ち

に とって のみ 受容 しや す い もの とは考 え られ てい な い。 子 どもた ちが 「が んば れ ば」、誰 で も受容 で きる

もの と考 え られて い る。子 ど もたち は、生 まれつ き能 力 や才 能 に差 が な く、後 天 的 な 「が ん ば り」 に よっ

て何 で も習得 で きる 「無 限の 可能 性 を秘 め た存 在」 なの だ。 こ う した考 え方 の もとで は、〈学校 価 値 〉を

受容 で きる子 ど もた ちは 、「がん ば った」 とみ な され るが 、逆 に、 そ うで な い子 ど もた ち は、 「(誰で もが

んば ればで きるの に)が んば らなか った」 とみ な される こ とに なる。 ここ におい て、子 どもた ちに くだ さ

れ る評 価 の根 拠 は 、〈学 校 価値 〉 を受 容 してい る か ど うか とい う結 果 で はな く、子 どもた ち本 人の 「が ん

ば り」 の有無 とい う個 人的 な プ ロセ ス にす りか え られて 、正 当化 されて い るので あ る。

子 ど もた ちの 評価 や カテ ゴ リー化 は、何 も試 験 だ けで行 な われ てい る ので は ない。学 校 で は、 日常 的 に

〈学校 価 値 〉 を伝 え られて い るので あ り、 「一望 監視 装置 」 の なか で、子 どもた ちは、 それ に の っ とった行

動 がで きて い るか をつ ね に監視 され、 評価 され て い る。 つ ま り、〈学 校 価値 〉は、子 どもた ち を 「選 別」

してい く機 能 を果 た してい るの であ る。

3.「 隠 され た トラ ッ ク」

と ころで 、〈学 校 価値 〉に よる選 別 は、学 校 で 日常的 に 〈学校 価 値 〉が伝 え られ て いる こ とを考 えれ ば、

すで に小 学校 段 階か ら行 なわれ てい る とい え るだ ろ う。 学力 を基準 と した 高校 入試 に よる選別 の前 に、 小

学校 ・中学校 段 階で 〈学校 価 値 〉に よる選 別 過程 が進 ん で いる と考 え られ るので あ る。

小 学校 段 階か らの 〈学 校価 値 〉に よる選 別 とい う こ とを、い ままで の高校 の トラ ッキ ング研 究 と合 わせ

て考 えてみ る と、偏 差値 に よる ラ ンクが 存 在 しない小学 校 ・中学校 に、潜 在化 したあ る構 造 を見 出す こ と

がで きる。

高 校 の トラ ッキ ング研 究 で は、高 ラ ンクの高 校 に通 う生 徒が 向学 校文 化 を、 低 ラ ンクの 高校 に通 う生 徒

が反(脱)学 校 文化 を、そ れぞ れ形 成す る とい うこ とを明 らか に して きた。 しか しこれ は、小 学校 ・中学

校で 日常 的 に行 な われ て きた 〈学 校 価値 〉に よる選 別の続 きで ある とい え る。

〈学校 価 値 〉を受 容 してい るか ど うか に対 す る評 価 が子 ど もた ち に与 える 影響 につい て考 えて み る と、

肯定 的 に評 価 され た子 どもた ちは、 そ れ に よって生 まれ た 自信 や や る気 が プ ラス に作 用 して、 さ らに他 の

〈学 校価 値 〉を受 容 で きる可 能性 が 増 える と予想 され る。 そ れ に対 して、否 定 的 に評 価 される子 ど もた ち

の方 は 、 自信 や や る気 の喪 失が マ イナ ス に作用 して、他 の 〈学 校価 値 〉を受容 で きる可能 性が 減 る と予 想

され る。 こ う した こ とが 、小 学 校 か らす で に始 まって い る。 そ して、 中学校 の終 わ りごろ に は、〈学校 価

値 〉を よ り多 く受 容 して いる子 ど もた ち と、〈学 校 価値 〉 をあ ま り受 容 してい ない子 ど もた ち とに、 は っ

き りと分 化 してい る と考 え られ る。 前者 は 、成 績 ・学力 が 高 く、行 動 やふ る まい も学校 に適合 的 な子 ども

た ちで あ り、後 者 は、成 績 ・学 力が低 く、行 動 やふ るまい は学 校 に適合 的 で は ない子 ど もた ちで あ る。 い

ず れ にせ よ、子 どもた ち は、 どの程 度 、〈学校 価 値 〉を受容 して い るか に よって 、 さ ま ざまな カテ ゴ リー

にふ りわけ られ てい く。

こ う した子 ど もた ちが 、 高 校 入 試 に よ っ て、 さ ま ざま な ラ ン クの高 校 にふ りわ け られ る こ と にな る。

〈学校 価 値 〉 を よ り多 く受容 してい る子 ど もた ち は、高 ラ ンクの高校 に行 くこ とにな り、〈学校 価値 〉をあ

ま り受容 してい な い子 どもた ち は、 低 ラ ンクの 高校 に行 くこ とにな る と考 え られ る。 ラ ンクに応 じた生 徒

文化 が高 校 で新 た に形成 され る とい うよ りも、小 学校 ・中学校 を通 じた 〈学校 価値 〉に よる選 別 に よって、

その 下地 は すで につ くられ てい る とい え る。 この よ うに、小 学校 ・中学 校段 階 での 〈学 校価 値 〉に よる選

別の 結果 が 、高 校 の トラ ッキ ング構 造 に結 びつ く とす る な らば、 小学 校 ・中学 校 に は、 「隠 された トラ ッ

ク」 とい うべ き構 造 が存 在 してい る とい うこ とがで きる。〈学 校 価値 〉に よる選別 に よって 、子 ど もた ち

は、 すで に小 学校 か らみ えない トラ ック を走 ら されて い る。入 試 に よる選 別が行 なわ れて お らず、 一見 平

等 にみ え る小学 校 ・中学 校 に は、 高校 の トラ ッキ ングに つ なが る、 「隠 された トラ ツク」 が巧 妙 には りめ

ぐ らされて い る とい えるの であ る。
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4.学 校 の 自 己再 生 産

小学 校 か ら始 まる 〈学 校 価値 〉に よ る選 別 は 、〈学 校 価値 〉 を受 容 してい る子 ど もた ちを学校 的成功 者

と して、〈学校 価 値 〉を受容 して い ない子 ど もた ち を学 校 的失 敗者 と して、 そ れぞ れ定 義 してい く過程 で

あ る とい える。 この 〈学 校価 値 〉に よる選 別の過 程 は、 パ ラ ドキ シカル な問 題 を抱 えて い る。 それ は、 つ

ま り次 の よ うな こ とで ある。

この 過程 で 、学 校 は 、成功 者 よ り もは る かに 多 くの失 敗 者 を生 み だす ことに な る。〈学校 価 値 〉を受 容

してい ない た めに 「が んば り」 が足 りない と して失敗 者 の レッテル を貼 られ る子 ど もた ち に とって は、学

校 は何 らや りが い のな い、退 屈 な もので しか ないか も しれ ない。 また、 そ う した レ ッテ ル に敏 感 な子 ど も

た ちは 、学校 に対 して不 満感 や反 抗心 さえ募 らせ か ね ない。 こう した思 い を抱 く子 どもた ちは、学 校 に と

って は脅威 で あ る。 なぜ な ら、 多 くの 失敗 者 が不 満 を覚 え、〈学 校 価値 〉 を受 容 す る 「が ん ば り」 を怠 る

よ うにな る と、〈学校 価値 〉 を伝 達す る意 味 が な くな って しまうか らであ る。 不 満や 反抗 を放 っ てお くと、

〈学校 価値 〉に よる選 別 それ 自体 が、〈学校 価値 〉を無 意味 に して しま うので あ る。

これ は、学 校 に とっ て存続 の危 機 であ る。 したが って 、学校 が 、そ こで伝達 され る 〈学 校価 値 〉の意 味

を保 って存続 して い くため に は、選別 の 過程 で成功 者 の烙 印 を押 され る子 ど もた ちは もちろ ん、失 敗者 の

烙 印 を押 され て しま う子 ど もた ち か ら も、〈学 校価 値 〉 を受 容 す るた めの 「が ん ば り」 を取 りつ けな けれ

ば な らない。

これ につ いて は、竹 内洋(1995a)の 議論 が参 考 に な る。先 に述 べ た よ うに、〈学校 価値 〉に よる選 別 は、

日常 的 に行 なわ れて い る。〈学校 価 値 〉 を受 容 して いな い子 ど もが 一度 選 ば れな か った か ら とい って、 そ

の後 もず っ と選 ば れな い とはか ぎらない 。そ れか ら 〈学校 価値 〉 を受容 して選 ば れ る可能性 もあ る。 日常

的 な選 別 と リ ター ン ・マ ッチの 可能 性 が、 選 ばれ な か った子 ど もた ちを 「再加 熱」 し、 再 び 〈学校 価値 〉

を受容 しよ うとす る 「が ん ば り」 を取 りつ ける。 一方 、 一度選 ばれた 子 ど もた ちにつ い ては どうか。 こ ち

ら も、一 度選 ばれ たか ら とい って、 その 後 も選 ばれ続 け る とい う保障 は ない。 そ れが 、選 ば れた子 ど もた

ち を引 き続 き 「加 熱」 し続 け、〈学校 価 値 〉の 受容 に向 か って 「が ん ば り」 続 け させ る こと にな る。 この

よ うに、選 ば れた 子 ど もた ちが選 ばれ 、選 ば れ なか っ た子 どもた ちが 選 ばれ る とい う偶 然性 が 、〈学校 価

値 〉に よる選 別 に は含 まれ てい る。 そ して、 その偶 然性 が、 日常 的 な 〈学校 価 値 〉の受 容 に対 す る 「が ん

ば り」 を、で きるだ け多 くの子 ど もた ちか ら取 りつ け続 け るの であ る。

以 上 の よ うに、選 ばれ た争 ど もた ち と選 ば れ なか った子 ど もた ち との双 方 か ら 〈学校 価値 〉 を受 容す る

「が ん ば り」 を取 りつ け る こ とで 、〈学校 価 値 〉は伝達 す る意 味 を保 ち続 けて い く。〈学校 価 値 〉 を受容 す

る ため に 「が ん ば る」 こ とが 、子 ど もた ち に 「当 た り前」 の こ とだ と思 われ る こ とに よって、〈学校 価値 〉

は再生 摩 されて い く。 そ して 、 この く学棟 価値 〉が再 生産 され る ことで、 そ れ を伝 え る機 関 としての学 校

は、 意味 あ る存在 と して存 続 して い く、つ ま り学 校 が 自己再 生産 してい くの であ る。

しか し、学 校 は、 いつ で も同 じ姿で 自己再生 産 して い くわ けで は ない。 なぜ な ら、伝 え られる く学校 価

値 〉のす べ てが再 生産 され る とはか ぎ らない か らであ る。 社会 や時 代 の変 化 に と もなって 、無 意味 に な づ

てい く<学 校 価値 〉 もあ る。子 ど もた ちは、学 校以 外 で も さま ざまな情 報 に接 してい る。学 校以 外 か ら得

る情報 の 影響 力 に よって 、あ る 〈学校 価値 〉に意味 を見 出 さない子 ど もたちが 増 えて くる と、 その 〈学校

価 値 〉を受容 しよう とす る 「が ん ば り」 を取 りつ け るの は困難 に なって い く。そ う なった 〈学 校価 値 〉は、

伝 えるの を断 念せ ざる をえ ない。 これ とは逆 に、社 会 や時代 の動 向 に合 わせ て、新 しい 〈学 校価 値 〉が 導

入 され る場 合 もあ る だろ う。 この よ うに して、〈学校 価値 〉は、消 滅 、生 産 、再生 産 して い くので あ る。

以上 、〈学 校価 値 〉 とい う視 点 か ら、〈学校 価 値 〉の 伝達 の メカニ ズ ム、〈学校 価 値 〉の受容 度 に よ る選

別(選 抜 と排 除 〉 とそ の正 当 化、 小学 校 ・中学校 に潜 在化 して い る 「隠 され た トラ ック」、学 校 の 自己再

生 産 につ いて 述べ て きた 。次章 か らは 、 こ こで 述べ て きた理 論 に もとづ き、筆者 らが行 なった調 査 を用 い

て、実 証 的 に分 析 して い くこ とにす る。
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璽 小学 校 ・中学 校 に おけ る選 別

学校 で は、 日常 的 に、〈学校 価値 〉が子 ど もた ち に伝 え られ てい る。 しか し、 そ れ を受 容 す る度 合 い は、

子 ど もに よって さま ざまであ る。 で は、 その受 容度 が 及 ぼす影 響 とは、 どの よ うな ものな のだ ろ うか。 ま

た、〈学 校価 値 〉の受容 度 に よる選 別 とは 、一 体 どの よう な もの な の だろ うか 。以 上2点 を、1999年 か ら

2000年 に実施 した 「児童 の学校 生 活 に関 す る調 査」 「生 徒 の学校 生 活 に関す る調 査」(Dを もと に して 明 ら

か に したい。.

1.〈 学 校 価 値 〉 の 受 容 度 を は か る 指 標

こ こで は、〈学 校価 値 〉の受 容 の程度 を考 える指 標 と して、授 業 、教 師 に関す る もの を設 定 した 。授 業 、

教 師 は 、 と もに、 学校 を象徴 す る もの で あ り、〈学 校 価値 〉の コ アな部 分 であ る と考 え られ る。 設定 した

指 標 は、具 体 的 には次 の ような もので あ る。

まず、 授業 に関 す る もの と して は、 「学 校 の授 業 が役 に立 つ と思 い ます か」 とい う質問 に対 して 「とて

も思 う」 か ら 「ま った く思 わ な い」 の4段 階 で回答 を求 めた もの を設定 した。授 業 は、 学校 生 活 におけ る

中心 的 な活動 で あ り、 もち ろん学校 の側 と して は、役 に立 つ もの と して授 業 を行 な う。 この指標 は、そ の

よ うな 〈学 校価 値 〉をい か に受 容 してい るか とい うこ と と同時 に、 生徒 自身が 、授 業の 価値 を どの程 度感

じて い るの か を示 す。 この質 問 に対 す る 回答 の 「とて も思 う」 「や や思 う」 「あ ま り思 わ ない 」 「まった く

思 わな い」 は、 以後 、「授 業」 に関す る価値 の 「とて も受 容 して い る」 「や や受 容 して い る」 「あ ま り受容

して い ない」 「まった く受容 してい ない 」 と して考 える 。

次 に、教 師 に関す る もの と しては、 「担任 の先生 が好 き」 とい う項 目 に、 「とて もあて は ま る」 か ら 「ま

った くあ て は まら ない」 の4段 階 で 回答 を求 め た もの を設 定 した。 担任 の教 師 につ い ては 、学級 担任 制 を

とる小 学 校 と、教 科担 任制 を とる中学校 では 、子 ど もた ち と一 緒 に過 ごす 時 間か ら考 えれ ば、 か な りの差

があ るが 、 いず れ に して も、 学級 担任 の教 師 は子 ど もた ち と もっ と も接 す る機 会 の多 い存在 で あ る ことは

確 かで あ る。 その教 師 に対 して 、 「好 き」 とい う肯 定 的 な感情 を抱 くとい うこ とは、 学校 側 と して も、教

師側 と して も、指 導 す る にあた っ て、望 ま しい こ とで あ る と考 え られ る。 先 に挙 げ た指標 と同様 に して、

「とて もあ ては ま る」 「や やあ て は まる」 「あ ま りあて は ま らない」 「まっ た くあて は ま らない」 とい う回答

を、以後 「教 師」 に関す る価 値 の 「とて も受容 して い る」 「やや 受容 して い る」 「あ ま り受 容 してい な い」

「まった く受容 してい な い」 として考 え る。

以 後 、 この2つ の 指標 を使 って分 析 を行 な って い く。 は じめ に、 そ れぞ れ の指標 につ いて 、学 年 別 に、

回答 状況 をみ て お こ う。

まず 、 「授 業 」 に関 す る指 標で あ る(表2-1)。 この 結果 か ら、「とて も受 容 して い る」子 どもの割 合

が 、学年 が あ が る につれ て 、大 幅 に減少 して い くこ とが わ か る。つ ま り、 「授 業 は役 に立 つ」 とす る 〈学

校価 値 〉 を受 容 す る子 どもは、学 年 があ が るに つれ て、大 き く減少 し、学 校 の授業 に価 値 を感 じる子 ど も

も減 少す る とい うこ とで あ る。

次 に、 「教 師」 に関 す る指 標 につ い て み てみ よ う(表2-2)。 「とて も受 容 して い る」 とい う回答 は、

学年 が あが る につ れ て減 少 して い る。 さら に、「とて も受 容 してい る」 と 「や や受 容 して い る」 を合 わせ

た割 合 をみ る と、中学 校 の段 階で は、 いず れの 学年 にお い て も、半数 を切 る状 況 にあ る。

表2-1学 年別にみた く学校価値〉の受容度(授 業) 単位:%

謹 とて も受容

している

やや受容

している

あま り受容

してい ない

まった く受容

していない
nKNA. 計

小学5年 生 41.0 44。7 11.2 2.1 0,9' 100.0

小学6年 生 30.9 51.1 15.1 2.2 0.6 100.0

中学1年 生 21.7 53.4 18.4 5.8 0.7 100.0

中学2年 生 12.1 60.6 22.1 5.0 0.3 100.0

中学3年 生 15.0 53.3 26.3 4.2 1.2 100.0
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表2-2学 年別にみた 〈学校価値〉の受容度(教 師) 単位:%

謹 とても受容

している

やや受容

している

あまり受容

していない

まったく受容

していない
D。K.,NA. 計

小学5年 生 26.7 36.5 19.1 14.9 2.7 100.0

小学6年 生 19.9 36.6 23。3 19.2 0.9 100.0

中学1年 生 15.6 31.7 26.3 24.5 1.9 100.0

中学2年 生 13.6 27.9 26.6 30.9 1.0 100。0

中学3年 生 . 13.5 34.2 24.8 26.2 1.3 100.0

これ らの指標 と 「なぜ 学 校 に行 か なけ れば な らない か考 えた こ とが あ る」 とい う項 目との 関連 をみ てみ

る と(表2-3、 表2-4)、 受 容 度 の低 い 子 ど もに、 この よ うに考 えた こ とが あ る とい う割 合 が 高 い。

つ ま り、授 業 や教 師 に関す る 〈学校 価値 〉 を受 容 して い ない子 ど もは、学校 に通 うこ とに対 して 、疑 問 を

抱 い てい る と考 え る こ とが で きる。 と くに、 「まった く受 容 してい な い」子 ど もが示 す 数値 は、 他 に比 べ

て特 に高 い こ とか ら、子 ど もた ちに とっ ての学 校 とい う存 在 を考 え る際 に、 授 業 、教 師 とい う要素 が もつ

影響 の 大 き さが うかが え る。

表2-3〈 学校 価値 〉の受容度 と、なぜ学校 に行 かなけれ ばならないのか、よ く考 える 【小学校】 単位:%

受容度

受容度の指標

とても受容

している

やや受容

している

あまり受容 まったく受容

していない していない

学校価値の受容度(授 業) 7.3 8.7 24.735.7

学校価値の受容度(教 師) 6.6 7.2 10.224,5

表2-4〈 学校価値〉の受容度と、なぜ学校に行かなければならないのか、よく考える 【中学樹 単位:%

受容度

受容度の指標

とても受容

している

や や受容

してい る.

あまり受容

していない

まったく受容

していない

学校価値の受容度(授 業) 10.3 10.2 22.5 42.3

学校価値の受容度(教 師) 15.6 9.5 13.8 20.5

2.〈 学校価値〉の受容度が及ぼす影響

それでは、2つ の指標を用いて、〈学校価値〉の受容度が及ぼす影響についてみていくことにする。

(1>〈 学校 価値 〉 とス トレス

まず 、そ れぞ れの 受容 度 ごと にス トレス の状 況 をみ てみ よう。表2-5、 表2-6に 挙 げた数 字 は、 ス ト

レスが 「とて もた まって い る」 「やや た まって い る」 の 割 合 を足 した もの で あ る。 これ らの 表 をみ る と、

〈学校 価値 〉の受容 度 が低 い子 ど もほ ど、 ス トレス を感 じてい る こ とが わか る。

表2-5〈 学校価値〉の受容度とス トレス 【小学校】 単位:%

受容度

受容度の指標

とても受容

している

やや受容

している

あまり受容

していない

まったく受容

していない

学校価値の受容度(授 業) 39.9 48.9 74.1 57。1

学校価値 の受容度(教 師)
1

38.5 50.0 47.5 65,4

※数勃よ 「とてもたまっている」と 「:ややたまってい る」を足 した もの,
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表2-6〈 学校価値〉の受容度 とストレス 【中学校】 単位:%

受容度

受容度の指標

とても受容

している

やや受容

している

あまり受容

していない

まったく受容

していない

学校価値の受容度(授 業) 53.5 60.6 73.3 80.7

学校価値の受容度(教 師) 61.2 61.2 61.9 69.0

※綿 よ 「とてもたまっている」と「ややたまっている」を足したもの、

表2-7〈 学校価値 〉の受 容度 と 「ムカつ く」こ と 【小 学校 】 単位:%

受容度

受容度の指標

とても受容

している

やや受容

している

あまり受容

していない

まったく受容

していない

学校価値の受容度(授 業) 42.1 51.7 65.9 50.0

学校価値の受容度(教 師) 34.5 49.2 55.5 68.1

※灘 ま、「よくある」と 「ときときある」を足したもの、

表2-8〈 学校価値〉の受容度と「ムカつく」こと 【中学校1 単位:%

受容度

受容度の指標

とても受容

している

やや受容

している

あまり受容

していない

まったく受容

していない

学校価値の受容度(授 業) ・46 .2 56.1 67.8 75.6

学校価値の受容度(教 師) 57.6 50.7 56.3 68.3

※数著よ 「よくある」と ∫;ときどきある」を足したもの,

表2-9〈 学校 価値 〉の受容 度 と 「キ レた」こ と 【小学校 】 単位:%

受容度

受容度の指標

とても受容

している

やや受容

している

あまり受容

していない

まったく受容

していない

学校価値の受容度(授 業) 16.3 2ユ.1 3ユ.7 50.0

学校価値の受容度(教 師) 11.9 19。5 20.4 36.4

※鯨 よ 「よくある」と 「ときどきある」を足したもの,

表2-10〈 学校価値〉の受容度と 「キレた」こと1中学校】 単位:%

受容度

受容度の指標

とても受容

している

やや受容

している

あまり受容

していない

まったく受容

していない

学校価値の受容度(授 業) 19.5 19.6 27.4 38.5

学校価値の受容度(教 師〉 22.3 16.5 20.5 30.7

※綿 ま、「よくある」と 「ときどきある」を足したもの、

また 、 「学 校 の 中で ム カつ くことが ある」、 「学 校 の 中で キ レた こ とが あ る」 とい う項 目 と、〈学校 価値 〉の

受容 度 との関連 をみ て も(表2-7～ 表2-10)、 受容 度 の低 い子 ど もほ ど、 学校 内 にお い て 「ム カつ く」

こ と、 「キ レた」 こ とが多 い こ とが わか る。 これ らの ことか ら、〈学校 価値 〉を受 容 して い ない子 ど もた ち

に とって、 学校 とは苦痛 を伴 う空 間で あ る ことが推 察 され る。

この よ うな状況 におい て、 彼 らには、 何 らか の問題 が 生 じて い る と考 え る こ とはで きない だ ろ うか。 そ し

て 、実 際 に 、そ れ は どの ような もの なの だろ うか 。次 節 よ り、〈学校 価 値 〉の受容 度 と、子 ど もたち が抱

えてい る問題 との 関連 につ いて み てい くこ とに しよ う。
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(2)〈 学校 価 値 〉 と規 範意 識

学校 の役 割 の一 つ と して、 規範 形成 が あげ られ る。 学校 が 、 この役割 を果 たす際 、子 ど もたち の 〈学 校

価 値 〉の受 容度 は、 どの よ うに影響 してい るの だ ろ うか。、

(i)い じめ に対 す る規 範

学校 内 の問題 行動 の 一つ にい じめが あ る。 い じめ とは、 当然 あ って はな らない もので あ るが 、子 どもた

ちの、 い じめ に対 す る意 識 と、〈学校 価値 〉の受容 度 とは、 どの よ うに関連 して いる のだ ろ うか。

「あ なた は、 い じめ につ い て ど う思 い ます か」 とい う質 問 に対 す る回 答 と、〈学校 価 値 〉の受容 度 の 関

連 をみ て み る と、結 果 は、 表2-11～ 表2-14の よ うに な る。 「た とえ どんな理 由 が あ って も、絶 対 に 許

して はい け ない」 とい う、 い じめ を全 面否 定 してい る とい え る よ うな回答 は、〈学校 価 値 〉の受 容 度 が高

い子 ど もに多 くみ られ る こ とが わか る。 また、逆 に 「い じめ た り、 い じめ られ た りして 強 くな るか ら少 し

ぐらい あ っ た方が い い」 とい う、 い じめ を む しろ肯 定 的 に とら えてい る とも考 え られ る回答 は、〈学校 価

値 〉の受 容度 が低 い子 ど もに多 くみ られ る。

表2-11 〈学校価値〉の受容度と、「たとえどんな理由があっても、絶対に許してはいけない」【小学校】

単位:%

受容度

受容度の指標

とても受容

している

やや受容 、

してい る

あまり受容

していない

まった く受容.

していな い

学校価値の受容度(授 業) 56.7 47.2 32.9 28.6

学校価値の受容度(教 師) 53.0 54.2 43.1 38.2

表2一 一12 〈学校価値〉の受容度と、「たとえどんな理由があっても、絶対に許してはいけない」【中学校】

単位:%

受容度

受容度の指標

とても受容

している

やや受容

してい る'

あまり受容

していない

まったく受容

していない

学校価値の受容度(授 業) 55.0 44.2 36.5 14.1

学校価値の受容度(教 師) 47.8 47.9 44.0 34.0

表2-13 〈学校価値〉の受容度と、「いじめたり、いじめられたりして強くなるから少しぐらいあった方がバ図 旧糊

単位:%

受容度

受容度の指標

とても受容

している

やや受 容.

している

あまり受容

していない

まったく受容

していない

学校価値の受容度(授 業) 3.4 5.5 9.4 28.6

学校価値の受容度(教 師) 3.3 3.4 8.8 10.9

表2-14 〈学校価殖〉の受容度と、「いじめたり、いじめられたりして強くなるから少しぐらいあった方汎 噺ヨ 【ヰ学闘

単位:%

受容度

受容度の指標

とても受容

している

やや受容

している

あまり受容

していない

まったく受容

していない

学校価値の受容度(授 業) 5.7 ・4
.6 7.1 25。6

学校価値の受容度(教 師) 5.4 4.4 4.9 10.5
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表2-15〈 学校価値 〉の受容度 と同 じクラスの子 をい じめた こと 【小学校】 単位:%

受容度

受容度の指標

とても受容

している

やや受容

している

あ ま り受容`

してい ない

まったく受容

していない

学校価値の受容度(授 業) 11.2 13.0 20.0 35.7

学校価値の受容度(教 師) 8.0 5.5 14.6 16.3

※委嬢 ま、「よくある」と 「ときと匙ちる」を足したもの,()内 囎 ま.「よくある」と答;えた子ども(7胎

表2-16〈 学校価値 〉の受容度 と同 じクラスの子 をい じめた こと 【中学校】 単位:%

受容度

受容度の指標

とても受容

している

やや受容

している

あまり受容

していない

まったく受容

していない

学校価値の受容度(授 業) 7.6 8.4 18.5 32.1

学校価値の受容度(教 師) 8.1 8.0 10.8 18.6

※委嬢 ま、「よくある」と「ときどきある」を足したもの,()内 囎 ま、「よくある」と答えだ子1ども(徳機

以上 の よう に、〈学 校 価値 〉の受 容 度 は、 い じめ に対 す る規 範意 識 に大 き く影響 して い る とい え る。 ま

た 、同 じク ラス の子 をい じめた経 験 との関連 をみ て も(表2-15、 表2-16>、 〈学 校 価値 〉の受容 度 が低

い子 ど もほ ど、 い じめ た経験 が あ る。〈学 校 価値 〉の 受容 度 が低 い子 どもた ちは ス トレスが た まってお り、

そ れ を発 散 させ る手段 と して 、い じめ とい う行為 に及 ぶ と も考 え られ るが 、〈学校 価 値 〉の受容 度 は、 い

じめ とい う、子 ど もた ちの人 間 関係 にお け る問題 に まで影 響 を及 ぼ してい る とい えるだ ろ う。

(ii)そ の他 の 問題行 動 に対 す る規範

そ れで は、 その他 に考 え られる問 題行 動 に対 す る規範 意識 につい てみ てい きたい。 表2-17か ら表2-

20は 、そ れぞ れの受 容度 ご とに 「絶 対 に して はい けな い」 と答 えた子 ど もの 割合 を示 した もので あ る。 ま

ず 、違 法行 為 に対 す る規 範意 識 と 〈学校 価値 〉の受容 度 との 関係 をみ てみ よう。

これ らの結 果 をみ る と、多少 の ば らつ きはみ られる もの の 、多 くの行動 につ い て、受 容度 が 高 い ほ ど、

「絶 対 に して はい け ない」 とい う回答 の割合 が多 くみ られ る。つ ま り、〈学校 価値 〉を受容 して いる子 ど も

ほ ど、規 範意 識 が高 い とい える。

次 に、学 校 内 にお け る問題 行 動 に対 す る規 範意 識 と、〈学 校価 値 〉の受 容度 との 関係 を 、先 ほ ど と同様

に してみ てい くこ とにす る。 まず、 全体 的 に、先 にみた違 法行 為 と比 べ て、低 い数値 が並 ん でい る印象 を

受 け る。〈学 校価 値 〉の受容 度 との 関連 をみ てみ る と、違 法行 為 と同様 、〈学校 価 値 〉の受 容度 が高 い子 ど

もほ ど、規 範意 識 が高 い とい う結果 には なって い る ものの、 「とて も受容 してい る」子 ど もで さえ、 「絶 対

に しては いけ ない」 とい う回答 の割 合が 、半 数 に満 た ない項 目が み られ る。 その ような項 目は、小 学校 の

段 階 では 、 「化粧 をす る」 や 「パ ーマ をか け る」 な ど、 フ ァッシ ョンに関 す る もの にか ぎられ るが 、 中学

校 の段 階 にな る と、そ れ らに加 えて 「学 校 を さぼ る」 や 「学校 に教科 書 を持 っ て こない」 な ども、 低 い数

値 を示 す ようにな る。学 校 で授 業 を受 ける にあ た って、 「学校 に行 く」 「教 科書 を持 って い く」 とい う行 為

は、 ご く基本 的 な こ とで ある に もかか わ らず 、〈学校 価 値 〉を 「とて も受 容 して い る」子 ど もで さえ、 学

校 をさぼ った り、学 校 に教 科 書 を もってい かな い こ とを、絶対 に しては いけ な いこ とであ る と認識 してい

る割 合 は少 ない ので あ る。
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●

一17孕 校価値の受容度(授 桑)と 「絶対にしてはいけないiと いう割合 【小 巽校1単 位.%

受容度
問題行動

とて も受容 している やや受容 している あまり受容 していない まった く受容 していない

たばこを吸 う 89.3 .85.1 74。1. 50.0

酒を飲む 78。5 71.8 57.6 35、7

万引 きをする 9L.4 86。7
.80

.0 64.3

乗り物 を盗 む 93.1 87.4 8L2 35.7

無免許運転をする 91.0 89.6 82.4 57.1

自動販売機を荒らす 84.5 78.0 7L8 42.9

学校をさぼる 69.1 49.8 40.0 14.3

カンニングをする... 62.2 54.4 44.7 35.7

学校のものをとる 86,7 79.3 74.1 50.0

学校の ものをわざと壊す 876 79.9 76.5 42.9

化粧をする 326 28.5 20,0 14.3
パ ーマ をか ける 40.3 30.7 23.5 21.4

学校のものに落書 きをする 76.0 65.7 60.0 21.4

先生の持ち物を隠す ・壊す 87.1 78.6 71.8 42.9

先生の車に傷 をつける 86.3 82.5 753 35.7

先生に暴力 をふるう 87.1 82.5 71.8 42.9
学校に教科書を持 ってこない 57.5 45.3 42.4 14,3

子どもだけで夜遊びをする 73.4 54.4 51.8 玉4.3

家のお金 をだまって使 う 880 754 71.8 35.7

人の物をとる 86.7 82.8 76.5 57.1

家族の人に暴力をふるう. 845 75.1 62.4 42.9

家出をする 65.7 58.3 45.9 28.6

無蟹 する 83.7 77.3. 72.9 42。9

塾や習い事をさぼる 39.5 28,8 29.4 2L4

動物を傷つけた り殺 した りする 89.7 87.4 85.9. 50.0

子 ど もだ けで ゲー ムセ ン ターに行 く 40.3 23.9 27.1 7.1

丑 こ外に出歩く 67.0 54.0 43.5. 28.6

他の子 をいじめる 77.3 72.5 63.5 28,6

友達に暴力をふるう 79.0 74.8 67、1 50.0

人を差別する 78.1 71.2 58.8 28,6

2-18(授 桑) と 「絶対 にしてはいけない1い う割合 【中学校1単 位'%

」

学校価値の受容饗
度

問題行動.
とて も受容 している やや受容している あまり受容 していない まった く受容 していない

たばこを吸う 78.6 74,.2 53.0 33.3

酒を飲む .599 52.3 36.2 23.1
一

万引 きをする 840 82.6 66.7 46.2

乗り物 を盗 む 84.4 80.9 65.8 44.9

無免許運転をする 878 837 69.8 39.7

自動販売機を荒らす 8L3 75.6 61.5 50.0
.シンナー を吸 う 866 867 76.4. 60,3.

暴走行為をする 790 710 564 35.9

学校をさぼる 46.2 35.9 28.8. 15.4

カ ンニ ン グをす る. 64.1 58.0 .45.3 38.5

学校の ものをとる 76.7 68.7 50.7 37,2

学校の ものをわざと壊す 79.4 72.1 54.7 41.0

化粧 をする 28.6 20.6 13.4 19.2
パーマ をか け る 370

[26
.0 21,4 23,1

髪を染める
.49

.2 31.9「 20.8 16,7

制 服 ・カバ ンに手 を加 え る 427 256 17.7 17.9

学校のものに落書 きをする 57.6 48.5 33,3 33.3

先生の持ち物 を隠す ・壊す 756 70.8 53..8 42.3

先生の車に傷 をつける 80.5 74,6. 59.0 51.3

先生に暴力をふるう 82。4. 74.1 57.0 4LO

学校に教科書を持ってこない 48.9 346 24.5 21.8

子どもだけで夜遊びをする 42.0 32,0 20.2 1L5

家のお金をだ まって使 う 813 733 62.1 48.7

人の物をとる 82.4 77.3 67.5 51.3

家族の人に暴力をふるう 81.7 70.6
.66

.1 50.0

家出をする 48.9 4L2 26.8 24.4

無断外泊をする .68.7 61.7 45.3 34.6

塾や習い事をさぼる 25.6 16.2 12.8 15.4

動物を傷つけた り殺 した りする 885 881. 81.2 62.8

子 ど もだ けで ゲー ムセ ン タ」に行 く 210 12.1 7.1 7.7

夜中に外 に出歩 く 450 34.1 19」 .20.5

他の子をいじめる 80.2 67.0 54.4 35.9

友達 に暴力をふるう 760 69.3 56.1 38..5.

人を差別する 75.6 68.1 57.0 43.6.

不純異性交遊 を行 う 775 68.2 52.4 35.9
テレクラなどに電話する 75.2 65.6 51.9 35.9

アダル トビデオを見る 492 403. 29.1 17.9.
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2-19`教 師)と 「絶対 にしてはいけない1と いう.割合 【小轍 聾 単位'%轍 価値の受饗
容度

問題行動
とても受容 している やや受容している あ まり受容 してい ない まった く受容 していない

たばこを吸 う 907 85.2 86.9 74.5

酒を飲む 795 746 730 55.5

万引きをする 934 907 85.4 76.4

乗 り物 を盗む 934 91.1 86.9
.77

.3

無免許運転をする 940 92.4 86.1 79.1

自動販売機を荒らす 848. 80.1 788 70.9

学校をさぼる 669 57.6 44.5 46.4
カン.ニングをする 609 59.3 50,4 50.0

学校のものをとる 88.1 83.9 78.8 69.1

学校の ものをわざと壊す 894 83.9 80乙3 70.0

化粧をする 35.8 24.6 25.5 30.9
バ ーマ をか ける 397 28.4 31.4 36.4

学校のものに落書 きをする 75.5. 73.3 61.3.. 55.5

先生の持ち物を隠す ・壊す 881
'847

75.9 67.3

先生の車に傷 をつける 881. 86.4 81.0 68.2

先生に暴力 をふるう 92.7 873 79.6. 61.8

学校に教科書を持っ.てこない 603 487 423. 42.7

子どもだけで夜遊びをする 735 627 49.6 50。9

家のお金 をだまって使ケ 85.4 80.5 75.9 7L8

人の物をとる 86.8 85.2 84.7 74.5

家族の人に暴力をふるう 84.1 79.7 73.0 64.5

家出をする 68.2 61.9 51.8 50.0

無断外泊 をする 84.1 82.2 73.7 70,9

塾や習い事をさぼる 384 29.7 29.9 33.6

動物を傷つけた り殺 したりする 94.0 90.7 85.4 76.4

子ども.だけでゲームセンターに行.く 404 27.5 26.3 28.2

夜中に外に出歩 く 669 57.2 48.9 52.7

他の子 をいじめる 80.1 77.5 67.9 57.3

友達に暴力をふるう 82,1. 77.1 70..8 67。3

人を差別する 81.5 725 67.2 61.8

2-20(教 師)と 「絶対にしてはいけない1と いう割合1中 学校コ 単位:96轍 価値の受容蟹
度

問題行動
とても受容 している やや受容 している .あ まり受容 していない まった く受容 していない

たばこを吸 う 77.2 72.2 7213 54.5
酒を飲む 60.3 51.1 50.4 36.7

万引 きをする 835 81.7 79.8 68.1

乗り物を盗む 84.4 79.5 79.0 66.7
鉦免許運転.をする 84.4 82.7 83。5 68.3

_旦 勲亟査機を荒らす 78.6 76.1 75.1 .62 。1

シ ンナー を吸 う 875 861. 85.9 74.8
暴走行為をする 781 714. 69.1 56.0

学校をさぼる 429 36。2 39.3. 25.0

カ ンニ ングをす る 65,2 57。7 53.3 48.3

学校のものをとる 73.7 67.6 68,6 52.1

学校の もの をわざと壊す 79.9 73,2 69.4 54.3.

化粧 をする 26.3 17.7 20.7 18.6
バ ーマ をか け る 30.8 25.8 26。2 25.0

髪鋒 める 38.8 32.4 31.4 26。4

制服 ・カバンに手を加える 33.0 27.21 24.9 22.9

学校の ものに落書 きをする 55.4 49.1 46,9 36.4

先生の持 ち物を隠す ・壊す 790 73.0 67.9 50.5

先生の車に傷をつける 79.9 77.5
.74

.6 55.7

先生に暴力 をふるう 82.1 77.5 72.1 53.3・

学校に教科書を持ってこない 39.3 37.4 32.1 29.0

子どもだけで夜遊びをする 388.. 32.8. 31.4 20,7

家のお金 をだまって.使う 77.7 72..6
.71

.6 65.2

人の物をとる
.80

.8. 78.1. 78.0 .65.2.

家族の人に暴力をふるう 79.9 72.4 70.1 63.8

家出をする 50.9 39.2 36.0 .33 .1

無断外泊 をする
.68.8 63.2 57.0. 47,4

塾や習い事 をさぼる 21.4 15.3 16.5. 16.7

動物を傷つけた り殺 した りする 87.1 87.3 87.2 81.7

子どもだけでゲームセンターに行 く 18.8 12.3 11.9 8.6

夜中に外に出歩 く 37.5 34.8 30.6 26.2
他の子をいじめる

.73
.7 72.4 63.7 53.3

友達に暴力 をふるう
.72

.8 70.8 66.2 57.1

人を差別す.る 74.6 72.2 637 564

不純異性交遊を行う 7LO 69.8 66.7 53.3
テ レクラなどに電話する 70.5 65.4 65.4 52.9

アダルトビデオを見る 42.0 36.8 45.7 30.2
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一21掌 校価値の受容度(授 業)と 経験がある子 ども.の割合[小 学校1単 位.'%

受容度
問題行動

とて も受容 している やや受容 している あまり受容 していない まった く受容 していない

たばこを吸う 21 1.3 7.1 7.1

酒を飲む .8乃 10.7 20.O 14.3

万引きをする 2.6 3.6 1.2 0.0

乗 り物を盗む 1.3 1.6 010 0。0

鉦免許運転 をする 2.1 1.9 0,0 7.1

自動販売機を荒 らす 0.9 0.6 1.2
,

7.1、

学校をさほる 43 7.4 8.2 21.4
カ ンニ ング をす る 7.7 6.8 12.9. 14.3

学校のもの をとる 17 2.9 2.4 7.1

学校のものをわざと壊す 0.9 0.6 1.2 7」

化粧 をする 10.3 14.6
.17

,6 21,4
パー マ をかけ る L3. 1.9 3.5 0.0

学校のものに落書きをする 47 5.5 9..4 14.3

先生の持ち物 を隠す ・壊す 1.3 1.9 1.2 7.1

先生の車に傷をつける 1.7 1.3 2.4 7.1

先生に暴力をふるう 1.7 1.3 1.2 7.1

学校に教科書 を持ってこない. 60 55 9.4 7.1
子どもだけで夜遊 びをする 6.9. 9.7 9.4 14.3

家のお金をだまって使 う 2.1 3.2 4.7 7.1

人の物をとる 1.7. 1.9 3。5 7.1

家族の人に暴力をふるう 5.2 6.8 11.8 14.3
家出をする 3.0 1,9. 7.1 14.3

無断外泊をする 2.1 1.3 2.4 7.1

塾や習い事をさぼる 9.9 13.3 14.1 2!.4
動物 を傷つけたり殺 したりする 0.9 ・0

.6 0.0 0.0.

子 ど もだ けでゲ ーム セ ンター に行 く 31.8 37.2 38,8 28.6

夜中に外に出歩く 4.3 7.8 10,6 14.3

他の子をいじめる 7.7 6.8 9.4 14.3

友達に暴力 をふるう 7,3 6.1 4.7 7.1
人を差別する 99 12.9 24.7 28.6

2-22学 校価値の受容度(授 業) と経験がある子 どもの割合1申 学校】 単位.%
受容度

問題行動
とて も受容.してい る やや受容 している あ まり受容 してい ない まった く受容 していない

たばこを吸 う 5.0 6.9 16..5 33.3
酒を飲 む一 13.7 21,2 31.6 50.0

万引きをする
'3

.4 4.2 13,7 29.5
.乗 り物を盗む 1.9 4,2 10,3 26.9

無免許運転をする 04 2.1 3.4 15.4

自動販売機を荒 らす. 27 2.1 4.8 5.1
・ シンナ ーを吸 う 0.4 0.7 L7 5.1

暴走行為をする 11 18 4.0 17,9

学校をさぼる 3.8 7.6 16.2 34.6

ヵンニングをする 2.7 6.5 9.4..1 25.6

学校のものをとる 1.9 4,5 8。0 17.9

学校のものをわざと壊す
.0

。8 2.7 6.0 21,8

化粧をする 13.0 16.4 27。4 28.2
パ ーマ を.かけ る 15 2.0 3.7 7.7τ..髪を染める

3.1 5.8 18.2 32.1

制服 ・カバンに手を加える 95 15.6 26.5 39.7

学校のものに落書きをする 80 13.3 23.1 34.6

先生の持ち物を隠す ・壊す 08' 1.5 2.3 7.7

先生の車に傷をつける 0.8 2.1
.3
.1 6.4

先生に暴力をふるう 1.1 0,9 2.6 9.0
学校に教科書を持ってこない 4.6 69 1.28 282

子どもだけで夜遊 びをする 18.7 22.1 32.5 47.4
.家のお金をだまって使 う 5.0 5.51 14.5 20.5

入 の物 をとる 1.9 2.3 4.8. 15.4
家族の人に暴力をふるう 42 7.9 13.4 21.8

家出をする 1.5 2.8 5.4 17.9.

無断外泊をする 1.1 2.0 5.1 12.8

塾や習い事をさぼる 13.7 16.2 23。4. 37.2

動物を傷つけたり殺 したりする. 1.9 1.5 2、6 5.1

子 どもだけ でゲ ームセ ンター に行 く 401 46.9 58.4 69.2

夜中に外に出歩 く 13.4 18.2 33.6 39.7

他の子をいじめる 4.6 6.1
'1L7 .23

.1

友達に暴力をふるう 5.3 4.7 9.4 20.5

人を差別する 6.1 10.6 14.5 28.2
不純異性交遊を行う 0.8 1.7 4.0 10.3.

テレクラなどに電譜する 2.3 33. 8.3 10.3
アダルトビデオを見る 16.4 20.6 30.2 44.9
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(教師)と 経験がある子 どもの割合 【小学校1単 位:%認 轍 瀦 の受饗
容度

間顕行動 1・ ・も受容・… やや受容している あまり受容していない まった く受容 していない

たばこを吸 う 26 0.8 2.2 4.5 一

酒を飲む 9.3 8,1 13.1 18.2

万引 きをする 4.6 L3 2.2 3,6

乗 り物を盗む 2.0 0.0 2.2 0.9

無免許運転をする 1,3 0.4 2.9 3.6

自動販売機 を荒らす 13 0.0 0.7 1.8

学校 をさぼる 46 3.8 6.6 14.5
カンニングをする 7,9 7.6 8.0 9.1

学校のものをとる 2,6 L7 1.5 4.5

学校のものをわざと壊す 13 0.0 0.7 L8 一

化粧 をする 10.6 15.3 15.3 1L8

パーマをかける 1.3 1.7 1.5 2.7

学校のものに落書きをする 4.6 4,2 6.6 10.0 一

先生の持 ち物を隠す ・壊す 13 α8 2.2 2,7

先生の車に傷 をつける 1.3 0,8 1.5 3,6

先生に暴力をふる う 1.3 0.4 1.5 3.6

学校に教科書 を持 ってこない 3.3 64 8.8 73

7.3 4.2 11。7子 どもだけで夜遊びをする 16.4 一

家のお金をだ まって使 う 4.0 0.8 4.4 4.5

人の物をとる 2,0 0,8 2.9 3.6三

家族 の人に暴力をふるう 6.0 4.7 8.8 10.9

家出をする 3.3 0,4 5.1 6.4
無断外泊をする 2.6 0.8 0.7 3.6

塾や習い事 をさぼる 11.3 &9 14.6 17.3 一

動物 を傷つけたり殺 した りする L3 0.0 0.0 0.9

子 どもだけでゲームセンターに行 く 23.8 33.9 44.5 42.7

夜中 に外 に出歩 く 2.0 6.8 9.5 10.9

他の子をい じめる 7.3 3.0 10.9 13.6

友達に暴力をふる う 4.0 5.5 9.5 7.3

人を差別する 73 9.3 19..0 25.5

(教師) と経験がある子 どもの 合1中 学校】 単位:96綴 轍 価偵の受讐
容度

問題行動 1、。櫛_際 難_ あ まり受容 していない まった く受容 していない

たばこを吸う 7.6 7.2 8.1 17.4

酒を飲む 18.8 2L5 20.0 32.1

万引 きをする 5,8 5.4 6.7 1L4

乗 り物 を盗む 4.5 3.8 5.7' 10.7

無免許運転をする 1.3 1.8 2.0 5,5:
自動販売機を荒 らす 18 1.8 1.5 6.2

シンナー諏 う L8 0.6 0,2 2。1

暴走行為 をする 3.ユ 1.6 1.5 5,7

学校をさぼる
石7

.1 6.0 9.9 16.7

カンニングをする 71 5.0 62 lL9

学校のものをとる 5.4 3.6 4.2 9.0

学校のものをわ ざと壊す 2.2 3.0 3.2 7,1

化粧をする 20.5 13.ユ 2L7 23.1
パーマをかける L8 1.8 3.0 3.6

髪 を染める 8.9 5.2 7.7 16.7

制服 ・カバンに手を加える 18.8 14.1 15.8 25,5

学校の ものに落書 きをする 12.5 U。7 王4.6 23.1

先生の持ち物 を隠す ・壊す L3 L6 0.5 3.1 り

先生の車 に傷 をつける 0.4 王.8 1.5 4.5

先生 に暴力 をふるう L3 2.0 0.5 2.9

学校に教科書を持ってこない 9.8 6.6 6.2 13.3 一

子どもだけで夜遊びをする 23.7 20.7 23.2 32,9

家のお金をだ まって使う 85 6.4 7.2 112

人の物をとる 2.7 2,2 2.2 6.7

家族の人に暴力をふるう 7.6 8,7 7.7 12.4

家出をする 3.1 3.0 2.2 7,1

無断外泊 をする 2.2 1.6 2.0 6.2

塾や習い事 をさぼる 16.1 16」 18.O 23.3 一

動物を傷つけた り殺 したりす る 3.1 1.2 1.2 2.9

子 どもだけでゲームセ ンタ.一に行 く 46.4 42.3 49,6 58.6

夜中に外 に出歩 く 17.9 19.5 18.8 29.5

他 の子をいじめる 6.3 5.4 7.9 lL4

友達に暴力をふる う 7.6 5.2 52 9.5

人を差別する 7.1 8。0 11.4 18.6

不純異性交遊 を行 う .22 1.4 1.7 4.8

テ レクラなどに電話する 3.6 1.6 4.2 9.0
丁

アダル トビデオを見る 15.2 19.5 22.5 33.8
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そ れ では 、上記 以外 の問題 行動 につ いて み る こと にす る。 こ こで扱 う問題 行動 は、道 徳 にか かわ る もの

であ る。 こ れ らの結 果 をみ て も、 ほ とん どの行 動 に関 して、 先 ほ どと同様 の傾 向 が み られ 、〈学校 価 値 〉

を受容 してい る子 ど もほ ど、規 範 意識 は高 い傾 向 にあ るとい え る。

以 上 、〈学 校 価値 〉の受 容 度 と、 規範 意識 との 関連 をみ て きた が、 そ の問 題行 動 が 、学校 内の もので あ

るか否 か、 また、法 に触 れ る もの であ る か否 か を問 わず 、〈学校 価 値 〉の受 容度 が 高 い子 ど もほ ど、 規範

意 識 は高 い とい う こ とが明 らか にな った。 この こ とか ら、授 業 や、教 師 に関す る 〈学校 価値 〉の 受容度 は、

子 ど もた ちの規 範 意識 に大 きな影響 を及ぼ してい る とい える。

(3)〈 学校 価値 〉 と問 題行 動 の経験

そ れで は 、〈学 校 価値 〉の受 容 度 が、 問題 行 動 の経 験 に及 ぼす 影 響 は ど うだ ろ うか。 そ れぞ れ の受容 度

ご とに、経 験者 の 割合 を表2-21～ 表2-24に 示 す。 ここで は、 過去 の経 験 は考慮 せ ず 、い まの 学年 にな

ってか ら経験 が あ る とい う もの だ け を 「経 験 あ り」 とみな した 。

これ らの表 をみ る と、〈学校 価 値 〉の 受容 度 は 、問 題行 動 の経 験率 に も影響 を及 ぼ して い る ことが考 え

られ る。「とて も受 容 して い る」子 ど もに高い 数値 がみ られ る項 目 もあ るが、 ほ とん どの項 目で、 「まった

く受容 して い ない」 子 どもが もっ と も高 い経 験率 を示 して いる。

(4)学 校 価 値が 及 ぼす 影響

以 上 、〈学校 価 値 〉の受容 度 と、 ス トレス、規 範 意識 、 問題行 動 の経 験率 との関連 をみ て きたが 、〈学 校

価値 〉の受容 度 が低 い子 ど もほ ど、ス トレス を抱 えて い る こと、 さらに規範 意 識 が低 く、 問題行 動 の経 験

率 も高 い とい うこ とが 明 らか に なっ た。 表2-1、 表2-2で みた よう に、〈学 校 価 値 〉の 受容 度 が低 い

子 ど もは、学 年 が あが る につれ て増 加 の傾 向 にあ り、 それ はつ ま り、 問題 を抱 え る子 どもの増加 を も意味

してい る と考 え られ よう。

また 、逆 に、 〈学校 価 値 〉の 受容 度 が高 い子 どもに 目 を向 け る と、 学 年が あ が る につれ て 減少 の傾 向 に

あ る。 これ は、〈学 校 価 値 〉の受 容度 に よる選 別 が行 な われ た結 果 で あ る と考 え る こ とが で きる だ ろ う。

学年 が あが るにつ れ て 、〈学 校 価値 〉の受容 度 が 高 い子 ど も、 す な わ ち 「で きる子 」 の特 定化 が 進 め られ

て いる ので ある。

3.選 別 機 能 に つ い て

それで は、 そ の よ うな選別 とは、具 体 的 に どの よ うに進 め られ てい るの だろ うか。 本節 で は、 デ ー タに

即 して考 えて み たい。

高 校へ 進学 す る子 ど もたち は、 中学3年 生 時 に入 学試 験 を受 け な けれ ばな らな い。高 校 入試 は、 主 に学力

を基準 とす るため 、成 績 が良 い子 ど もは高 ラ ンクの高 校へ 、 成績 が悪 い子 ど もは低 ラ ンクの 高校 へ とい う

ようにふ りわけ られ てい くこ とに なる 。〈学 校 価値 〉の受 容 度 に よる選 別 が行 なわ れ、 受容 度 が高 い子 ど

・もは高 ラ ンクの高 校へ 、受 容 度が 低 い子 どもは低 ラ ンクの高 校へ とふ りわ け られて い くとす れ ば、 中学3

年 生 の段 階 で、 成績 が 良 い子 ど もほ ど、〈学 校 緬値 〉の受 容 度 は高 い はず で あ る。 こ こで は、成 績 と 〈学

校 価値 〉をめ ぐる項 目 との関連 を、学 年 ご とにみ てい くこ とに よ って、選 別 が どの よ うに進 め られて い る

の か を考 えて みた い。 『,

(1)〈 学 校価 値 〉の受容 度 と選 別

は じめ に、授 業 に関 す る価値 の受容 度 で あ るが(表2-25)、 小 学5年 生 の段 階で は、成 績 との 関連 は

ほ とん ど読 み とる ことがで きない 。 しか し、 中学3年 生 の段 階 にな る と、 「中 の上 」 「中」 が高 い数 値 を示

す ものの 、成 績 が 下位 の子 ど もが示 す 数値 は、 低 くな って い る。 また 、小 学5年 生 の 段 階で は 、成 績 が

「上 」 の子 ど もと 「下」 の子 ど もで はほ とん ど差 が み られな い とい って よいが 、 中学3年 生 で は、 その 差

は大 き くな って い る。

次 に教 師 に関す る価 値 の受 容 度 で あ る(表2-26)。 学 年 があ が る につ れて 、成 績 が 「上」 の 子 ど もが
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示 す数 値が 低 くなる ため 、中学3年 生 の段 階 で、成 績 に よる差 は小 さ くなる 。 しか し、 中学3年 生 の段 階

で 、成 績が 「下 」 の子 ど もが、 もっ と も低 い数 値 を示 す とい うこ とは、授 業 に関 す る価 値 の受 容度 の指 標

と共 通 して い る。

これ らの結 果 か ら、高 校 入試 とい う成 績 に よる選 別 を前 に して、〈学校 価 値 〉の受 容度 に よる選 別が 進

め られ て いる とい える だ ろ う。 つ ま り、〈学校 価 値 〉を よ りよ く受 容 して いる子 ど もほ ど、高 ラ ンクへ の

高校 へ と送 りこ まれ てい る ので ある 。

表2-25学 年ごとにみた、成績と〈学校価値〉の受容度(授 業) ・ 単位:%

成績
弊

上 中の上 中 中の下 下 全体

小学5年 生 74,2 95.4 90.8 81.8 72.8 85.7

小学6年 生 70.0 82.5 87.0 80.5 74.4 82.0

中学1年 生 83.4 82.3 79.3 72.8 57.1 75.1

中学2年 生 60.0 79.2 76.3 73.7 65.1 72.7

中学3年 生 7工.0 76.0 73.9・ 63.9 57.8 68.3

※表の数字は 「とても受容 している」 と 「やや受容 している」を足 した もの。

表2-26学 年ごとにみた、成績と〈学校価値〉の受容度(教 師) 単位:%

成績

韓
上 中の上 中 中の下 下

脚

全体

小学5年 生 67.7 64.1 67.5 63.7 42,5 63。2

小学6年 生 50.0 50.0 60.8 58.3 51.3 56.5

中学1年 生 57.1 55.5 46.2 43.8 39.8 47.3

中学2年 生 45。7 49.4 35.6 44.5 34.9 41.5

中学3年 生 50.0 5].9 46.6 46.2 44.9 47.7

※表の数字は 「とても受容 している」 と 「やや受容 している」 を足 した もの。

(2)学 習 時間 と選 別

成績 が、 選別 の 結果 と して表 れ るの な らば、 そ れ には子 ど もたち の学習 時 間 もか らんでい る こ とが 考 え

られ る。 そ こで まず 、成績 と家庭 学 習 の時 間 を学年 ご とにみ てい くこ とに しよ う。表2-29を み てみ る と、

中学3年 生 で は、成 績 に よる差 が大 き く、 成績 が 「下」 の 子 どもほ ど、家 庭学 習 の時 間 は短 い とい う傾向

が あ る。や は り、家 庭学 習の 時 間は 、子 どもた ちの成績 に一定 の影 響 を及 ぼ して い る とい うこ とが わか る。

と ころ で、〈学校 価 値 〉の 受 容度 は、 この 家庭 学 習 の時 間 に対 して どの ような影 響 を及 ぼ して いる の だ

ろ うか 。表2-30、 表2一 箪 をみ て み る と、〈学 校 価値 〉の受 容 度が 高 い子 ど もほ ど、家 庭 学 習 の時 間が

長 い とい うこ とが わか る。

これ らの 結果 か ら、〈学 校 価値 〉の受 容 度 は、 子 ど もた ち の家庭 学 習 の時 間 に影 響 を及 ぼ してお り、 そ

れが選 別 の結 果 につ なが って い る と考 える こ とが で きる。

表2-29学 年ごとにみた、成績と家庭学習の時間

譜 上 中の.ヒ 中 中の下 下 錨

4学5牲 .1時間24分
ユ時間00分 59分 55分 50分 1時 間00分

づ・学6年 生 58分 53分 55分 54分 28分 52分

ヰ学1牲 42分 46分 48分 35分 34分 42分

中学2年生 26分 28分 30分. 28分 14分 ・ 26分

中学3年生 1時 間49分 1時 間58分 ユ時間39分 1時 間19分 1時 間12分 1時 間35分
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表2-30学 年ごとにみた、〈学校価値〉の受容度(授 業)と 家庭学習の時間

受容度

学年'

とても受容

している

やや受容

している

あまり受容

していない

まったく受容

していない
全体

小学5年 生 1時 間09分 56分 48分
f44分

1時 間00分

小学6年 生 1時 間02分 48分 53分 45分 53分

中学1年 生 54分 43分 31分 17分 42分

中学2年 生 51分 25分 17分 15分 26分

中学3年 生 2時 間02分 工時間33分 1時 間29分 37分 1時間34分
亨

表2-31学 年ごとにみた 〈学校価値〉の受容度(教 師)と 家庭学習の時間

受容度
弊

とても受容

している

やや受容

している

あまり受容

していない

まったく受容

していない
全体

小学5年 生 1時 間15分 1時 間02分 55分 34分 1時 間00分

小学6年 生 54分 ゴ 54分 57分 43分 53分

中学1年 生 留分 48分 42分 26分 42分

中学2年 生 31分 33分 21分 20分 26分

中学3年 生 1時 間41分 1時 間39分 1時 間30分 1時間27分 1時 間34分

以上 、〈学校 価値 〉の受 容度 が及 ぼす 影響 、小 学 校 ・中学校 にお け る選別 機 能 につ い てみ て きて明 らか

にな った こ とは、次 の ような こ とで あ る。

まず 、〈学 校価 値 〉の受 容度 が 高 い子 どもほ ど、 規範 意識 は高 く、問 題行 動 の経 験率 も低 い。 学校 とい

う空 間 にお い て は、子 ど もた ち に対 しで 〈学 校 価値 〉の押 しつ けが 日常 的 に な されて いる。 そ れ を、す ん

な りと受容 で きる子 ど もた ちは、 それ ほ ど問題 は ない が、受 容 で きな い子 どもた ち に とって は、苦痛 を伴

う ことであ る。 受容 度 の低 い子 ど もた ち に問題行 動 の経 験率 が高 い の は、 その よ うな状 況 に対 す る反発 で

あ る と考 える こ と も可能 だ ろ う。

次 に、高 校 入試 に よる選 別 を前 に、小 学 校 ・中学校 の段 階 にお い て、〈学校 価 値 〉の 受容 度 に よる選 別

が行 な われ てい る こ とが 明 らか に なっ た。選 別 とい え ば、 とか く成績 に目が い きが ちだ が、 それ 以外 の面

で も選 別 は行 なわれ て いる ので あ る。 高 ラ ンクの高校 へ送 りこまれ る子 ど もた ち、す な わ ち中学3年 生 の

段 階 で成 績 が上位 の子 ど もた ちは、〈学 校価 値 〉を よ り よ く受容 してお り、 それ を再 生 産 しよ うとす る学

校 側 に とっ ては、 都合 の 良い 子 ど もた ちであ る。先 行研 究 に よって、 高 ラ ンクの 高校 に通 う生 徒 ほ ど向学

校 的 な傾 向が み られ る とい うこ と明 らか に されて い るが、 そ れは、 小学 校 ・中学校 にお ける、 この よう な

メ カニ ズ ム に よる もの で ある と考 え られ る。子 ど もた ち は、学校 生 活 の なかで 、知 らぬ間 に、選 別 の メ カ

ニ ズ ムに巻 きこ まれて い るので あ る。

注(1)以 下 が小 学生 ・中学生 調査 の概 要 で あ る。

対 象:小 学5・6年 生 中学1・2・3年 生

時 期:1999年Il月 ～2000年3月

有 効サ ンプル数:小 学生646名 、

5年 生;男 子163名 、女 子166名

中学 生1569名

1年 生;男 子286名 、女子285名

3年 生;男 子305名 、女子295名

6年 生;男 子158名 、 女子159名.

2年 生 男 子181名 、 女子2i7名
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】V高 校における選別

小 学校 ・中学 校段 階 で 、〈学 校 価値 〉の受 容度 に よる 日常 的 な選別 の 結果 、学 年 進行 につ れて 、 よ り受

容 度 の高 い子 どもの方 が 、成績 が よい とい う傾 向 一 「隠 された トラ ック」 の存在 が読 み とれた。 で は、 こ

の 「隠 され た トラ ック」 は、 高校 には ど うい う形 で もち こ まれ、 どの よ うな影響 を与 え るの であ ろ うか 。

さ らに高校 入試 とい う選別 は 、現代 高校 生 の学 校生 活 や価 値観 に どの よ うな影響 をお よぼ して いる のだ ろ

うか 。2001年 に実施 した 「高校 生 の生活 意識 に関す る調査 」 を資料 に、 その実 態 を描 いて みた い。

調査 は全 国 の公 立高 校17校 を対象 と し、 分析 の ため の便 宜上 、第1ラ ンクか ら第5ラ ンク までの ランク

別 を設 定 した 。 ラ ンク分 けの基 準 と した のは、 基本 的 に は進路 別 の実績(進 学 者 と就職 者 の比 率 、 進学先

で あ る大 学 ・短 大 ・専 門学校 等 の 種類 や 難易 度 、社 会 的 評価 な ど)、 高校 入 試 での偏 差 値 、地 域 ・学 区 で

の 高校 評価 で あ る(D。

1.高 校 生 の在 学 校 に対 す る意 識

高校 進学 率 は現 在95%を 超 え、半 ば準 義 務化 してい る とい えるが 、大 半 の高校 で はや は り学力 を主体 と

す る選抜 試 験 が実施 され 、か な り明確 な学 校 間の格 差 、上位 校 か ら下位 校 に至 る階層 構 造が 形成 されて い

る。 そ してそ れが 直接 ・間 接 に生徒 の進 路 形成 や学 校文 化 の形 成 を大 き く規 定 して い る ことは 、多 くの先

行研 究 に よって 明 らか に され て きた 。「どの 高校 に入学 したか 」 に規 定 され た進 路 意識 に よって、 生 徒 は

自 らの 将来 へ の予想 を立 て、 また高 校生 活 全般 へ の態度 も方向 づ け られ る なか で、社 会 化 を とげて い くの

で あ る。

生徒 の意 識 や行動 に対 す る選 別 の影響 力 は大 き く、 かつ 多岐 にわた る もので あ るが、 ここで は、高 校生

の在学 校 に対 す る評 価 を どの ように規定 して い るか を、み てい きたい と思 う。 まず 、高校 生 が 「自分 の学

校 生活 に どの程 度 満足 してい るの か」 とい う満 足度 ・肯 定感 につ いてみ て い きたい 。 この評 価 は、 その生

徒 個 人内 の学校 へ の満 足感 ・評 価 を 中心 とす るた め、〈学校 の個 人 的評価 〉 と呼 ぶ。 そ して次 に、 「自分 の

学 校 を、後 輩 に推 薦 で きるか どうか」 とい う満 足度 ・肯 定 感 をみ る。 これ は、個 人 内の 満足 だ け に とどま

ら ない、 他者 との相 互 関係 にお け る学校 へ の評価 であ る ため 、〈学校 の社 会 的評 価 〉 と呼 び たい。 この2

種 類 の学校 へ評 価 が小 学校 ・中学校 で の選 別 二 「隠 された トラ ック」 や、 高校 での 選別 とどの ようにか か

わる のか をみ てい きたい。

(1)〈 学校 の個 人的評 価 〉

(i)〈 学校 価値 〉の受容 と 〈学校 の 個人 的評 価 〉

高校 で の 〈学 校価 値 〉の受容 と、生徒 の 学校 へ の満足 度 ・肯 定感 一 〈学校 の個 人 的評 価 〉 との関係 は ど

う なって い る だろ うか 。〈学校 の個 人 的評 価 〉の指 標 と して、 「学 校 が毎 日楽 しい」 とい う項 目を設定 し、

「とて も」+「 や や 当て は まる」 とい う肯 定 的 回答 が 占め る割 合 をみ る と、全 体 の67.0%が 「楽 しい」 と

答 えてい る。 また 〈学 校価 値 〉の 受容 の 指標 と して、 以 下の① ～⑦ の項 目を設 定 し、 「学 校が 楽 しい」 と

い う 〈学 校 の個 人 的評 価 〉と、〈学校 価値 〉の受 容 の 関連 を検 討 したい 。① ～⑦ は教 師や授 業 、行 事 や部

活 な どの学 校 とい う場 で かか わ る もの を、 どの程 度 受容 して いる か をめ ぐる質 問で 、い ず れ も 「とて も当

ては まる」 「や や当 て は まる」 「あ ま り当 て は ま らない」 「全 く当 て は ま らない」 の4つ か ら回答す る形式

で あ る。

① 「学 校 に、好 きな先生 が た くさんい る」② 「先 生 に言 われ た こ とは必 ず 守 る」

③ 「学 校 の授 業 が よ くわか る」 ④ 「宿 題(予 習 ・復 習)を いつ もや って くる」

⑤ 「学 校行 事 に積極 的 に参加 す る」 ⑥ 「ク ラブ ・部 活 に熱心 に参加 す る」

⑦ 「みん なで 団結 して何 か す るのが好 き」'

この7項 目 と、 「学 校 が 毎 日楽 しい 」 とい う く学 校 の 個 人的 評 価 〉 との ク ロス 表 か らの抜 粋 が 、次 の表

4-1・ 表4-2で あ る。 数 値 は 「とて もあ て は ま る」+「 や や あ ては まる」 を合 わせ た肯 定 的 回答/

「全 くあて は ま らない」 とい う強 い否 定 的回答 の割 合 であ る。
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表4-1〈 学校の個人的評価〉と 〈学校価値〉の受容(1) 単位:96

学校価値

個人的評価

①好きな先生が

たくさん

②先生の言う.

ことは守る

③授業がよく

わかる

④宿題を必ず

やる

毎 学

日 校

楽 が

し

い

とて も当 ては まる 57.4/11.7 68.6/3.6 59.6/7.3 39.1/22.1

やや当てはまる 37.7/13.5 67.0/4.3 49.6/8.1 33.0/23.7

あまり当てはまらない 18.4/27.2 54.3/6.0 36.9/12.6 26.3/31.6

全 く当てはまらない 11.5/63.1 35.2/23.6 22.8/42.9 18.5/57.5

全体 35.0/20.3 61.5/6.0・ 46.5/11.7 31.4/27.9

(「とても」+「 やや当てはまる」を合わせた割合/「 全 く当てはまらない」)

表4-2〈 学校の個人的評価〉と〈学校価値〉の受容(2)単 位:%

学校価値

個人的評価

⑤学校行事に

積極的に参加

⑥部活動に熱心

に参加

⑦みんなで団結

するのが好き

毎 学

日 校

楽 が

し

い

とて 「も当て は まる 77.9/4.3 54.9/29.9 83.4/3.9

やや当てはまる 56.6/6.9 47.6/29.7 77.4/6.1

あ ま り当 ては ま らない 37.1/16.2 40.6/40.4 44.9/14.9

全く当てはまらない 18.5/51.1 28.3/51.5 25.8/48.9

全体 53,4/12.0 45.9/34.1 6王.9/11.1

(「とても」+「 やや当てはまる」を合わせた割合/「 全 ぐ当てはまらない」)

これ らの項 目で は、 か な りは っ き りとした関連 が み られ 、 「学 校 が毎 日楽 しい」度 合 いが さが る につ れ、

各項 目へ の肯 定 的 回答 も減 少 して いる。 つ ま り、上 記 の項 目の ような く学校 価値 〉を受 容 して い る生 徒 の

方 が、 高校 生 活 に順応 しや す く、 自分 の現 在 の学 校 生 活へ の 満足 度=〈 学校 の 個 人的 評価 〉は高 く、 「学

校 が毎 日楽 しい」 と感 じて い る とい え る。

① につい て数値 を具体 的 にみ る と、 「学 校 が毎 日楽 しい」 に 「とて も当て は まる」、つ ま り 〈学 校 の個 人

的 評価 〉が とて も高 い生 徒 で は 、「好 きな先生 が た くさん いる」 に 「とて も」 また は 「や や 当 ては まる」

生徒 、 す なわ ち 「教 師」 とい う 〈学 校 価値 〉の媒 体 を受 容 してい る と判断 で きる生 徒 は57.4%を 占 めて い

る。 しか し、 「学 校が 毎 日楽 しい」 に 「全 く当て は ま らない」 生徒 で は、 同様 に受容 して い る もの は1L5%

に しか す ぎず 、逆 に好 きな先 生 が ま った くい ない ものが63.1%を 占めて い る とい う状態 で あ る。① 以 外 に

つ いて も、 同様 の 傾 向 にあ り、① ～⑦ のす べ て につ い て、〈学 校価 値 〉の受 容度 の 高 い生徒 の方 が、 学校

生活 へ の満足 度 コ 〈学 校 の個 人 的評価 〉が高 く、学校 が 毎 日楽 し く、高 校生 活 に順応 しやす い こ とが 読 み

とれる。

また 、一 方 で、 「学 校 が毎 日楽 しい」 に 「全 く当 て は ま らない」 と回答 して い る生徒 の 、否 定 的回答 の

比 率 の高 さ も目立 つ ところで あ る。① 「好 きな先 生が た くさん」④ 「宿 題 をいつ もや って くる」⑤ 「学校

行 事 に積 極的 に参 加」 ⑥ 「ク ラブ ・部 活 に熱 心 に参加 」⑦ 「み ん なで団 結す るのが好 き」 の 各項 目につ い

て は、半 数近 くも し くは半数 以上 の生徒 が 「全 く当 て は ま らない」 と回答 して い る。特 に⑤ ⑥⑦ は学 校 生

活 の特性 で あ る 「集 団 との かか わ り・」 に関す る項 目で あ り、学校 に順 応 で きて い ない生 徒 の在 りよう、 集

団生 活の むず か しさが うかが え る。

■
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(11)高 校 ラ ンク と 〈学 校 の個 人的 評価 〉

上記 の く学校 価 値 〉の指 標 と して設 定 した① ～⑦ の各項 目は、 中学 校 ・高校 両 方 につ いて 回答 す るか た

ち にな ってい る ため 、回顧 的 資料 で はあ るが 中学 時代 の意識 との比 較 が可 能で あ る。中学 と高 校 との 問で 、

高 校入 試 が実 施 され てい るの で あ るか ら、 この意 識 の比較 は高校 入試 とい う新 たな選 別 の影響 をみ るた め

に は、有効 で あ る と思 わ れ る。

次 の表4一.3は 、指 標 と した 各項 目につ い て、 「とて も」+「 や や 当 ては まる」 と肯 定 的 回答 を した生

徒 の 占 める割 合 の、高 校 ラ ンク別 中学 ・高 校 比較 で あ る。 まず、 肯定 的 回答 の比 率 を、表4-3の 最 下段

.の全 体 の数 値 に注 目 して 、 中学 ・高校 全 体 で比 較 して み る。 た とえ ば 「好 きな先 生が た くさん い る」 に

「とて も」+「 や や 当て は まる」 生徒 は、 中学 で は59.9%だ が 、高 校 にな る と35.0%と 大 幅 に減 少 す る。(

以 下 、 同様 に 先 生 に言 わ れ た こ とを守 る:70.3%→6L5%、 授 業が わか る:66.4%→465%、 宿 題 を

や る:382%→31.4%、 、学 校行 事 に参加:67.3%→53.4%、 ク ラブ ・部活 に熱心:71.8%→45.9%、 団

結 す るのが 好 き:69.8%→61.9%)こ の よう に、肯 定 的 回答 は すべ て 高校 で 減少 して お り、 全般 的 に高

校 で は 〈学校 価値 〉の受容 度 は さが り、 中学 生活 よ り も高校 生活 の 方が 否定 的 に と らえ られて い る といえ

る。

ラ ンク に よる傾 向 と して は、最 上位=第1ラ ンクの高 校 の生徒 の、高校 に対 す る肯 定 感 の強 さが 非常 に

目立 つ とい え よ う。特 に 「学校 が 毎 日楽 しい」や 、④ ⑤⑦ の項 目 につい て は、肯 定 的 回答 の占 め る割 合 が、

中学 よ りも高校 の方 が高 い とい う、全体 的傾 向 との逆転 が 起 こっ てい る。;れ 以外 の項 目につ い て も中→

高 の数値 の 下 げ幅 は、他 の ラ ンク に比 べ て小 さい ものが 多 く、高 校へ の肯 定感 の 強 さが よみ とれ る。

第1ラ ン クに比 して 、第2、3、4ラ ン クは中学 → 高校 で肯 定 的回答 が 大幅 に減 少 す る傾向 にあ り、 ま

た 第5ラ ンクは中学 の ころか ら、肯 定 的 回答の 比 率 は低い ものの 、高校 進 学 に と もな う減 少 の幅 は小 さい

とい える。

表4-3〈 学校の個 人的評価 〉〈学校価値 〉の中学 ・高校各項 目と高校 ランク

単位:%

目

ランク

学校が毎日楽しい ①好きな先生がた¶

くさんいる

②先生に言われた

ことは守る

③授業がよくわか

る

中学 高校 中学 高校 中学 高校 中学 高校

1ラ ンク 73.3 78.7 59.1 51.0 74.6 68.6 95.3 49.3

2ラ ンク 73.3 72.9 59.3 34.1 70.1 60.1 88.4 41.5

3ラ ンク 81.1 66.3 63。7 32.1 76.1 65.7 74.9 44.7

4ラ ンク 76.0 60.9 57.7 27.9 66.4 56.7 50.7 42.1

5ラ ンク 70.0 67.2 54.1 42.1 58.8 54.7 39.3 56.8

全体 76.6 67.0 59.9 35.0 70.3 61.5 66.4 46.5

項目

ランク

④宿題は必ずやる ⑤学校行事に積極

的に参加

⑥クラブ ・部活に

熱心に参加

⑦みんなで団結す

るのが好き

中学 高校 中学 高校 中学 高校 中学 高校

1ラ ンク 47.3 52.7 63.2 65.2 68.6 66.2 68。3 71.6

2ラ ンク 46.2 40.7 67.1 60.4 74.1 41.1 72.5 67.1

3ラ ンク 42.3 32.2 73.2 53.7 76.7 50.8 74.5 66.5

4ラ ンク 33.2 23。6 67.9 47.3 73.9 38.6 70.9 55.'1

5ラ ンク 26.2 23.5 54.9 50.4
158

.9 34.5 57.0 52.2

全体 38.2 31.4 67.3 53,4 71.8 45.9 69.8 61.9

数値 は 「とて も当ては まる」 「やや当ては まる」 を合わせ た割合
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(2)〈 学校 の社会 的評 価 〉

(1)で は高校 生 の在学 校へ の意:識を、個 人的 な満 足感 中心 にみ て きた。 しか し、 現代 の明 確 な高校 間

格差構 造 を念 頭 にお い て高 校生 の 意識 を考 える と、 この満 足感=〈 学校 の 個人 的 評価 〉の他 に、 さらに他

の高校 や 社会 か らの評 価 、す な わ ち外 部 との相 互 関係 の なか での 高校 へ の評価=〈 学校 の 社会 的評 価 〉を

み る ことは、選 別 が もつ意 味 を さ ぐるため に は重要 で あろ う。

(i)分 析 の視 点 圏 ・

〈学校 の 社 会 的評 価 〉につ い て は、 「後 輩 に も入学 をすす め た い」 か ど うか とい う項 目を指 標 とす る。

これ は、 自分 の学校 へ の肯 定感 を問 う項 目の なか で、在 学校 へ の評 価 を 自分 に とって の居心 地 の良 さだけ

で は かる ので な く、 自分が感 じて い る評価 を他 者 に対 して もす す め られ るか ど うか、社 会 一般 に対 してす

す め られ る価値 を もつ とみ るか どうか 、を も問 う項 目で あ る と考 え られ るか らで あ る。

「後 輩 に も入学 をす すめ た い」 か どうか と、他 の項 目 との ク ロス をか け て関 連 をみ る と、〈学校 の 個 人

的 評価 〉と同様 の傾 向 が現 れ る。〈学 校価 値 〉を受容 して いる生 徒 は、 「後輩 に も入学 をすす め たい」 と考

える傾 向 が強 い ので あ る。 で は、〈学校 の個 人的 評 価 〉 は、高 校生 に とって 、学 校 に対 す る全 面 的 な肯定

感 と等 価 な のだ ろ うか 。〈学 校 の個 人 的評 価 〉と 〈学 校 の社 会 的評 価 〉 との 間 にず れ や、規 定 す る要 因 の

違 い は ないの だ ろ うか 。そ れ を、 「後 輩 に も入学 をすす め た い」 と、 先 の 〈学校 の個 人 的評 価 〉の指 標 と

した 「学 校 が毎 日楽 しい」 との 関連 を手 が か りに検討 し、 この分 析 を通 じて高校 生 の 自分 の 学校 へ の評価

の実 態 やそ の背 景 、選別 の影 響 な どの考察 を さら に深 め たい と思 う。

(ii)学 校 否 定型 と学 校肯 定型

関連 を明確 にす るた め に、 「学校 が 毎 日楽 しい」 と 「後 輩 に も入学 をすす め たい 」 の2項 目そ れ ぞれ につ

い て、 回答 を(と て も+や やそ う思 う)の 肯 定的 回答 と(あ ま り+ま った く思 わ ない)の 否 定的 回答 に一

括 して、

全面肯定型=学 校が毎日楽しい一後輩にも入学をすすめたい

(「学校が毎日楽しい」に肯定的なもののうち 「後輩にも入学をすすめたい」

に肯定的なもの)

全面否定型=学 校が毎日楽しくない一後輩にも入学をすすめない

(「学校が毎日楽しい」に否定的なもののうち 「後輩にも入学をすすめたい」

に否定的なもの)

学校否定型=学 校が毎日楽しい一にもかかわらず一後輩にも入学をすすめない

(「学校が毎日楽しい」に肯定的なもののうち 「後輩にも入学をすすめたい」

に否定的なもの)

学校肯定型=学 校が毎日楽しくない一にもかかわらず一後輩にも入学をすすめたい

(「学校が毎日楽しい」に否定的なもののうち 「後輩にも入学をすすめたい」

に肯定的なもの)

の4類 型 を設定 した。全 面肯 定 型 は 「自分 が楽 しいか らす すめ た い」 全 面否 定型 は 「自分が 楽 し くない か

らすす め ない」 とい ういわ ば、 「素 直 な反応」 であ る。 これに対 して、学 校否 定 型 は、 「自分 自身 は学 校 が

楽 しい(=〈 学校 の 個人 的評 価 〉が高 い)に もかか わ らず 、他 者 にはす す めな い(=〈 学 校 の社 会的 評価 〉

が低 い)」、学 校肯 定 型 はそ の逆 とな り、 と もに 〈個 人的 評価 〉 と 〈社 会 的評 価 〉の 問 にず れが あ る反 応 で

あ る。 この 「学校 否 定型 」 と 「学 校肯 定 型」 に注 目 して、 その現 れ方 の 特徴 か ら、 この ず れは、 どの よ う

な要 因 に よって生 じる もの なのか をみ て い きたい 。
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表4-4は 、 「学 校 が毎 日楽 しい(肯 定 ・否 定2分 割)」 × 「後 輩 に も入学 をすす め たい(肯 定 ・否 定2

分 割)」 に、高 校 ラ ン ク ・中学 成 績 ・高 校成 績 を ダブル ク ロス させ た表 か らの 、抜 粋 であ る 。 まず高 校 ラ

ンク との関連 をみ る と、学 校 否定 型 は、 第1ラ ンクで は15.0%で あ る の に対 して、 第5ラ ンクで は40.9%

にの ぼ る。「そ れ に対 して 、学校 肯 定 型 は、 第1ラ ンクで は、41.3%で あ るが、 第5ラ ンクで は27.1%で あ

る。 つ ま り、 二つ の類 型 の現 れ方 が、 ラン クに よって 、逆転 す るか た ちに なって い るので あ る。

表4-4学 校否定型 ・学校肯定型と高校ランク・中学成績 ・高校成績 単位:%

高校ランク 類型

成績

中学成績 高校成績

轍

否定型

轍

肯定型

轍

否定型

轍

肯定型

轍

否定型

轍

肯定型

1ランク 15.0 41.3 上 28.2 37.2 35.7 34.9

2ラ ンク 25.0 49.3 中の上 39.4 28.8 36,8 29.8

3ラ ンク 43.7 28.8 中の中 38.5 32.4 38.0 32.8

4ラ ンク 39.0 30.4 中の下 34.4 31.2 38.0 32.5
隔

5ラ ンク 140.9 27.1 下 48」 26.4 36.0 27.5

全 体 に上位 校 の方 が 、学校 否定 型(楽 しいがす す め ない)が 少 な く、学 校肯 定 型(楽 し くない がす すめ

る)が 多い傾 向 にあ り、第1・2ラ ンクは学 校否 定 型 く学校 肯定 型 、第3・4・5ラ ンクは学 校 否定 型 〉

学校 肯 定型 とな って い る。 つ ま り、地域 で客 観 的 に高 く評価 され る上位 ラ ン クの高校 生 の方 が 、 「自分 自

身 の学 校生 活 は 楽 し くは ないが 、 自分 の学 校 は 人 にすす め る に足 る学 校 であ る」 と、考 える傾 向 が強 い 、

とい える。

また 、 中学成 績で も、高校 ラ ンクの よ うに明 瞭で は ない が、 ほぼ 同様 の 関連 が み られ 、成績 が 上位 →下

位 とうつ る と、 学校 否 定型 が増 加 し、学 校肯 定 型が 減少 す る とい う傾 向が よみ とれ る。 この ように高 校 ラ

ンク と中学 成績 に、 ほぼ同様 の 傾向 が現 れ るの は、 中学 成績 は 、高校 入試 とい う選 別 を介 して高 校 ラ ンク

につ なが る もので あ るか ら、 中学成 績 の上 下意 識 は、 その まま高校 ラン クの意識 に連 続 して い くか ら、 と

い え よ う。

その 一方 、高 校成 績 とは、明 確 な関連 は.よみ とる こ とが で きない 。 つ ま り、現 在 の高校 で の成 績が 上位

で あ って も、 それ は他 者 に 自分 の学 校 をす す め る意 識 に はつ なが らな い とい う ことに なる。 高校 成績 は校

内 で上 位 の成 績 で あ って も、客 観 的 な評 価 につ なが って い ない、 つ ま り、校 内的 な 自分 の満足 感 よ りも、

学校 ラ ンク とい う学 校 の客 観的 評価 の ほ うが、優 先 され て いるか ら とい え るだ ろう。

この よ うに、 ラ ンク を強 く意 識す るの と同様 に、客 観的 評価 を重 視 す る傾 向 は、学 校 の指 導 のあ り方等

につ いて の評 価 をめ ぐっ て もみ る こ とが で きる。 「学校 行 事」 ・ 「ク ラブ活 動」 ・ 「教 師」 のあ り方 の3

点 につい てそ れぞ れ、

・客観 的 な評価 の指 標 と して は、 自分 の学校 は

「学校 行 事が 盛 ん であ る」 「ク ラブ活 動 や部 活 に力 を入れ てい る」 「熱 意 が あ る先 生 が 多い 」 と感 じてい る

か ど うか を、

・主体 的 なか か わ り ・満足感 の 指標 と して は、 自分 自 身が

「学 校行 事 に積 極 的 に参加 す る」 「ク ラブ ・部活 に熱 心 に参 加 してい る」 「好 きな先生 が多 い」 か どうか を、

学校 否 定型 ・学 校肯 定 型で 比較 してみ た ものが 、次頁 の 表4-5～ 表4-7で あ る。

た とえば 、学校 行事 につ いて み る と、 自分 の学 校で は 「学校 行 事が さかん であ る」 と 「とて も」 思 う、 つ

ま り自分 の学校 の学校 行事 の活 発 さにつ いて 、客観 的 評価 の高 い生 徒 で は、学校 否 定型(楽 しいが すす め

ない)は 、17.7%で あ るの にたい して、 「学 校行 事 が さか んで あ る」 と 「全 く」 思 わ ない 、つ ま り客 観 的

評 価 の低 い 生徒 で は、 学校 否 定型 は76.4%に の ぼ り、+58.7%と 大幅 に増加 す る。 逆 に学校 肯 定 型(楽 し

くないが す すめ る)は 、学 校へ の客 観 的評 価が 高 い もので は50.4%で あ るが 、客 観的 評価 の低 い もの、 つ
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ま り自分 の学 校 は学 校 行事 が まった く活発 で はな い と思 っ てい る生 徒で は12,3%に 、 一38.1%と 大 幅 に減

少 す る。客 観 的 な評価 の高 低 は、生 徒 の意識 に大 き く影 響 して い る といえ る。

表4-5学 校否定型 ・学校肯定型と学校行事 単位:%

・定型 ・肯定型

当てはまるか

.学校行事

(学校で)盛んである (自分が)積極的に参加

学校否定型 学校肯定型 学校否定型 学校肯定型

とても当てはまる 17.7 50.4 27.3 42.7

やや当てはまる 37.2 36.0 33.7 42.7

あまり当てはまらない 56.2 22.2 45.2 26.3

全 く当てはまらない 76.4 12.3 57.6 23.8

表4-6学 校否定型 ・学校肯定型とクラブや部活 単位:%

否定型 ・肯定型

当てはまるか

クラブや部活

〈学校が)力を入れている (自分が)熱 心に参加

学校否定型 学校肯定型 学校否定型 学校肯定型

とても当てはまる 27.9 48.1 28.5 41.0

やや当てはまる 33.0 32.7 34。9 36,2

あまり当てはまらない 49.2 27.8 39.2 31.6

全 く当てはまらない 59.9 17.9 46.0 23.8

表4-7学 校否定型 ・学校肯定型と教師 単位:%

否定型 ・肯定型

当てはまるか

先生

熱意ある先生が多い 好 きな先生がたくさん

学校否定型 学校肯定型 学校否定型 学校肯定型

とても当てはまる 22,4 51.8 23.0 61.5

やや当てはまる 29.2 42.4 27.8 39.7

あまり当てはまらない 52.8 22.6 41.4 34.7

全 く当てはまらない 70.7 13.9 59.4 21.6

一 方
、 自分 が 「学校 行 事 に積極 的 に参 加 して い る」 とい う 自分 の 在学 す る学校 へ の主 観的 な参 加感 か ら

み る と、 その 参 加感 が 「とて も」 か ら 「全 く」 と変 化 す る と、 学校 否 定 型(楽 しいが す す め ない)で は

27.3%か ら57.6%に 増加(+30.3%)し 、学 校 肯定 型(楽 しくないが す すめ る)で は、42.7%か ら23.8%に

減 少(一一18.9%)す る。

客 観的 評価 も主 観 的参加 感 で も、学 校肯 定 型 ・学校 否 定型 の出 現 の仕 方の増 減 の傾 向 につ いて は 同様 の

傾 向 を示 すが 、数 値 の落差 は客観 的評 価 に と もな う方 が 大 きい。 そ の数値 の現 れ方 の違 いか ら、学 校へ の

客 観 的評価 の 、生徒 の意識 に対 す る影響 力 の大 き さが よみ とれ る とい え る。

以 上 、高校 生調 査 に現 れ た在学 校 に対す る評 価 をめ ぐる傾 向 を まとめ る と、

① 〈学 校価 値 〉の受容 度 が高 い生 徒 は 〈学 校 の個 人的 評価 〉 も高 く、 学校へ の順応 性 ・満足 度 も高 い。

② 全 体的 な 中 ・高 比較 で は 〈学校 価値 〉の受 容度 は高校 で低 下す るが、 ラ ンク との 関連 をみ る と、上 位

校 ・第1ラ ン クの高 校 での 〈学 校 価値 〉の受 容 度 、〈学 校 の個 人 的評 価 〉の高 さが 目立 ち、 高校 入学 後 の

方 が受容 度が 高 い項 目 もあ る。

③ 中位 校 で は、 中学時代 に比 して 、〈学 校価 値 〉の 受容 度 の低 下が著 しい。
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④ 下 位校 で は、 中位 校 に比 して高 校 での受 容度 の低 下 の幅 が小 さい。

⑤ 〈学校価 値 〉の 受容 度 の高 い生徒 は 〈学校 の社 会的評 価 〉 も高 い。

⑥ 〈学校 の個 人 的評 価 〉 と く学校 の社 会 的評 価 〉のず れ は、 学校 ラ ンクな ど、学 校へ の 客観 的評 価 との

関連 がみ られ 、 た とえ ば 自分 の学 校 が 「自分 は楽 しいが 人 に はす す め ない 」=〈 個 人 的評 価 〉は高 いが

〈社 会的 評価 〉は低 い、 と考 える生徒 の比 率 が上位 校 よ りも下位校 で高 い とい った点が あ げ られ る。

2.高 校生の在学校に対する評価 を規定するもの

先にまとめた高校生の在学校への評価の形成に、「隠された トラック」や高校入試という選別が、どの

ように影響しているのか考えてみたい。

(1)「 隠 された トラ ック」 の顕在 化

まず 、上位 校 、特 に第1ラ ン クの 高校 で 〈学校 価 値 〉の受 容 度や 〈学 校 の個 人的 評価 〉が高 い とい う特

色 は、小 学校 ・中学 校段 階 で 〈学校 価値 〉 を受容 す る傾向 の強 か った 中学校 で の成 績 上位 の生 徒が 、 高校

入試 に よる選別 で 、 この第1ラ ンクの 高校 に集 中 して きた結果 で あ る と考 え られ る。 これ は小 ・中学校 で

の 「隠 され た トラ ック」 の顕在 化 、 す なわ ち入 試 に と もな うふ りわけ に よ り、適 合 的 な生徒 が 選 別 され、

非適 合 的 な生徒 が排 除 され た結 果、 上位 の生 徒 の特 色 が固 定 され、 さ らに さま ざまな 要因 で拡 大 され た結

果、 明確 に現 れ て きた もの とい え よ う。

(2)教 師一 生徒 、生 徒一 生徒 の相互作 用

この特 色 を拡 大す る要因 と して、 一 つ には教 師 ・学校 と生徒 の相 互作 用 によ る、 生徒 へ の指 導 や対応 方

針 の違 いが 考 え られ る。全般 的 に上 位 の学校 は、学 校行 事 が盛 んで クラ ブ ・部 活動 に力 を入 れてお り、 ま

た生 徒 指導 や管 理が 厳 し くは な く、 自由 な雰囲 気が あ る傾 向 にあ る。 これ は、 すで に さま ざま な 〈学校 価

値 〉を受容 してお り、 い わば 「厳 しい 指導 」 を要 しない生 徒が 、入 試 で選 別 され て多 数 を占 めて い る上位

ラ ンクの生 徒 のあ り方 が、 高校 の指 導 方針 を規 定 した結果 で あ る とい え よ う。 高校 入 試 は学力 に よる選別

で あ るが 、mで み た よ うに、 そ の中 学3年 生 段 階 での 学力 と 〈学 校価 値 〉の受 容度 の高 さが リ ンク してお

り、学 力 とと もにその 受容 度 もほぼ ラ ンク別 にふ りわけ られ る こ とにな る。 その結 果 、 同程度 の受 容 度 を

もっ た生徒 が集 まる ため、 そ の生徒 の 特色 が 当該高 校 の指 導 のあ り方 を規 定す る ことに な るので あ る。上

記 の よ うな上位 校 の指 導 は、相 対 的 に高校 生 に歓迎 され る指導 の あ り方 であ り、生 徒 の意 欲 を高 め る方向

に働 く。生 徒 の特 色 と、それ に対 応 した指 導 のあ り方 との相 互 作用 で 、よ り拡 大 され た結果=〈 学 校価 値 〉

の受 容度 や学 校へ の 評価 の高 ま りが現 れる と考 え られ る。

また 、 同質 な生徒 集 団の な かで の生 徒相 互 の評価 や競 争 が、 そ の集 団全 体 の特色 を固定 ・増 幅 させ る可1

能性 も想定 され る。

(3)チ ャー ター効 果

さ らに、 も う一 つの 拡大 要 因 と して、い わ ゆ るチ ャー ター効 果 が あげ られ る。 そ の学校 の過 去 の卒 業生

が示 して きた進 路 ・職 業的 地位,そ れにつ い て社 会一 般 の もっ てい る評価 が 、在学 中の学 生 に将 来展 望 を

与 え、 学生 の態度 、 価値 観 、 ア ス ピ レー シ ョン等 の形 成 に影 響 を及 ぼす こ と をチ ャー ター効 果 と呼 ぶ が 、

た とえば、 上位 校 の生徒 の 在学 校へ の 社会 的評 価 の高 さへ の 自負心 ・肯定 感が 、学 校 生活 全般 へ の肯 定感

につ なが って い る、 とい う面が あ る だろ う。地 域社 会 の なか での 、上位 校 へ の合格 ・進学 に対 して与 え ら 、

れ る客 観 的評 価 は、 生徒 の学校 へ の 意欲 をウ ォー ム ア ップす る効 果 が大 きい と思 わ れ る。 「学校 が 楽 しい

に もかか わ らず 、 人 にはす す め ない」 生 徒 が下 位校 に、 「学校 が 楽 し くない に もか かわ らず 、 人 には すす

め る」 生徒 が上 位校 に多 い とい う結 果 も、 この客観 的 評価 が や は り高 校生 の意 識 を規 定 して い るか らで は

ない だろ うか。

この 学校 への 社 会か らの 客観 的評 価 は、 卒業 生が 社 会人 とな ってか どの よう な地 位 を 占め てい るか 、 に

か か わる学 校へ の社 会 的評 価一 学校 チ ャー ター に よる もの で あ る。 竹 内洋(1995b)は 、 た とえ同質 の生



〈学校 価値 〉と子 どもたち 57

徒 を入 学 させ 、 同質 の教 師 ・カ リ'キュ ラム ・設備 を整 えた と して も、「第2の 宝 塚音 楽 学校 」 は生 まれ な

い と考 え られ る こ と を例 にあ げ、 「生徒 の 人 間形 成 は(学 校 とい う箱 の なか だ けで起 こる ので は な く)ず

っ と深 い と ころで 自分 が 属 して い る学 校 の社 会 的定義 に よって つ よ く影響 され てい る。学 校 の教 育や カリ

キ ュ ラムが 充実 して い な くて も、エ リー ト学校 の生徒 が エ リー トら し くな って い く過 程が これで あ る(7

頁)」 と し、教 師 の生 徒へ の ラベ リ ング も隠 れた カリキ ュ ラ ムの作 用 も、 学校 に張 りつ い たチ ャー ター を

背後 に して強力 に作 用す る し、 また失効 もす る もの であ り、 「学 校 の最 大 の 隠れ た カ リキ ュ ラム は学校 チ

ャー ター(9頁)」 で あ る と して い る。

「あ る地域 の高 校 間 の序列 は 、全 国の大 学 問格 差 と同 じ くらい、 その地 域 に住 む人 び と に とっては っ き

り した もの であ る。 そ れぞ れの地 域社 会 で は、 どの高 校 を卒業 したか とい うこ とが、 一生 涯つ きま と うこ

とにな る。 さらに、個 々の生徒 が どの よ うな特 性 を もってい るか につ い て、 こ とこ まゆ にス テ レォ タイ プ

が つ く りあ げ ら れ 、 そ れ が 彼 らの 自 己 イ メ ー ジ に 、 ぬ ぐい さ る こ との で きな い 刻 印 を押 して い る」

(Rohlen訳 書1988、108頁)と される 、そ の よ うな序列 意識 が 生徒 の意 識 を規 定 して いる と考 え られ るの

であ る。

以 上の ように 、小学 校 ・中学 校 以来 の 〈学校 価値 〉の受 容度 に よる選別 一 「隠 され た トラッ ク上 は高校

入試 に よっ て顕 在 化 して くる。成 績 に よる選別 は、そ れ に リ ンク した ・〈学校 価 値 〉の受 容度 で もふ りわけ

が行 な われ、 そ れが高 校 のあ り方 を規 定 し、 また 高校 生の 学校 に対 す る態 度や 価値 観 を も規 定 してい るの

であ る。

注(1)以 下が 高校 生調 査 の概 要で あ る。

・実 施年 月:2001年1～3月

・対 象校 の分 布:山 梨 県1校 、大 阪府8校 、奈 良県 ・福 岡県 ・長崎 県 ・鹿児 島 県各2校

・有 効サ ンプル 数:3069名1年 生;男 子708名 女 子888名 計1596名

2年 生;男 子645名 女 子828名 計1473名

・実 施形 態:質 問紙調 査 の形式 で 、担 任 を通 じて ク ラス単位 に実施

V結 論

以上 〈学 校価 値 〉の 受容 度 に よる 日常 的 な選 別 の機構 と して の、小 学校 ・中学 校 ・高校 のつ なが りをみ

て きた。適 合的 な子 ど もを選別 しつつ 、今 日の 日本 の教 育制 度 に おい て、選 別機 構 と して の学校 は、 これ

か らも存続 し続 け てい くで あ ろ う。

その なか の子 ど もた ち に とって 、現 在の学 校 が ス トレス に満 ち た もの にな ってお り、 そ れが さまざ まな

逸 脱や 問題行 動 の背 景 にあ る とす るな らば 、い ま、伝 えるべ き く学校 価値 〉の 内容 や、 そ の伝 え方 をみ な

お す こ とが 、学 校 の変 化 につ なが り、子 ど もた ち に とって の学校 の あ り方 を変 えて い く手 段 の一 つ に なる

の では ない だ ろ うか。

学 校 が子 ど もた ちの生 活 の中心 だっ た時代 は 、伝達 す る さまざ まな 〈学 校 価値 〉 も意味 を もち えたか も

しれ ない。 しか し、情 報 化 の波 の なかで 、学 校 が子 ど もた ちの生 活世 界 に 占め る割合 が減 って きて い る今

日、子 どもた ちに最低 限伝 え るべ き 〈学校 価 値 〉は一体何 なの か とい う こ とを、 学校 は考 えてい か なけ れ

ば な らな いの で はな い だろ うか 。〈学校 価 値 〉を伝 え るか ぎ り、 その 受容 度 に よ って子 ど もたち を選 別す

る こ とは必然 的 で あ り、そ れは子 ど もたち に とって不 平等 な評価 で あ る。 だが、 なぜ 受容 しな けれ ばな ら

な いの か とい う理 由が、 子 どもた ちに とっ て明確 で あれ ば、 選別 に ともな う不平 等感 もで きる だけ抑 える

ことが で きるの で はな いか。 い ま こそ、子 ど もた ちの成長 に本 当 に意 味 のあ る 〈学校 価値 〉を厳 選 してい

く、学 校 側 の"努 力"が 必 要 な と きで あ る と考 える。
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本稿 の執 筆分 担 は以 下の通 り。1は 秦 、Hは 林 、nlは 澤 野 、IVは 清 、Vは 合 議 の上 、林 が執筆 した。
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"Sch.oolValue".andC:h皿dren

HATAMasaharu KIYOSHIFusako SAWANOChie HAYASHITakeshi

Inschool,variousthingsa爬imposeduponchildren.Theseare,fbrexample,knowledgeofeachsubject,

behavioralpattems,socialnoms,mo∬ ↓1,andsoon.Theyareregardedasvaluable負)rchild給ninschqoLInthis

Paper,wecallthem「'schoolvalue"(whatisthoughtworthintemalizingfbrchildreninschool).

Somechildrenintemalizeacertain"schoolvalue'「easily,andothersnot.ThefOrmerareevg且uated

positively,thelatteraresometimeseva韮u年tednegatively.lnthisway,childrenarebeingcategorizedf士omdaytoday.

InotherwoKls,theyareusuallysortedaccordingtothedegreeofintemalizing"schoolvalue8'.

Impositionof鱈schoolvalue"startsattheelementa理schoo1,sosortingbeginssimμltaneous韮y.みUheend

ofthejuniorhighschoo1,children .arecategorizeddistinctively.Somechildrenintemalizemore"schoolvalue",some

childrendon'tintemalize"schoolvalue「'somuch.Throughthehigh.schoolentranceexam,thefb㎝ergoesontothe

highschoo韮of孕highrank,andthelattergoesontotheoneofalowrank.

Whenthinkingaboutthis,itlssaidthatthestructu訊hatshouldbesaid"concealed㍑ack"existsinthe

elementaワschoolandthejuniorhighschoo且,andthatitisactuahzedastfackingsystemofhighschooL

Bytakingtheaspectofsortingbasedon「'schoolvalue'1,th6elementaryschool,thejuniorhighschoo豆,and

thehighschoolcanbeunderstoodasaseriesofso面ngsyStem.Moreover,theschoolself-repmduρesthroughthis

sortingfUnction。


